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第４章 学部教育（保健福祉学部） 

 

 

本学部の教育方針（ディプロマ・ポリシーより） 

 
保健福祉学部は、地域の人々の健康維持と増進に積極的に貢献できる保健、医療、福祉に関する基

本的知識と技術を修得し、健康課題に対して科学的な思考や分析に基づいた課題解決能力を備え、高

い倫理観と豊かな人間性にあふれ、さらに社会の変化やグローバル化に柔軟に対応できる力とコミュニ

ケーション能力を有する人材を養成することを目指しています。 
したがって、本学部では次の能力を身に付け、かつ卒業の要件を満たした者に学位を授与します。 
 

● 看護、栄養、福祉のそれぞれの分野における十分な専門的知識と技術を身に付けている 
● 科学的、論理的思考に基づいた課題探究と解決に必要となる多様な基礎知識とそれらを活用する

能力を身に付けている 
● 豊かな感性、倫理観を有し、人を支援する心を身に付けている 
● 外国語を含めたコミュニケーション能力を身に付けている 
● 将来にわたって応用知識・技術を積み上げていける力を身に付けている 

 
 
教育課程（カリキュラム）の概要（カリキュラム・ポリシーより） 

 

１ 幅広い教養、豊かな感性、論理的な思考能力、コミュニケーション能力、グローバルな視点並びに

専門教育を学ぶために必要な基礎知識を身に付けるための共通教育科目を、すべての学科で初

年次から履修します。 

２ 専門教育においては、現場で活用できる実践力を養成するために、基礎から専門にかけて講義科

目を体系的に配置するとともに、豊富な演習・実験・実習科目を設置しています。 

３ 同時に、幅広い専門性を身に付けることができるように、選択履修できる他学科の科目を用意してい

ます。また、看護・栄養・福祉の３分野からなるチーム医療における各専門職の重要性を学ぶ選択

科目を設置しています。 

４ 課題発見・解決能力を育成するための卒業研究を、いずれの学科においても１年以上履修します。 
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１ 看護学科 

 

１．１ 本学科の教育方針（ディプロマ・ポリシーより） 

 
看護学科は、人々が健康で豊かなその人らしい人生が実現できるように、看護の専門知識と技術を

活かして、地域におけるあらゆる健康レベルの人々（家族・集団・地域）の生涯を通じた健康を支援し地

域社会に貢献できる看護専門職の育成を目指しています。 
したがって、本学科では次の能力を身に付け、かつ卒業の要件を満たした者に学位を授与します。 

 

● 看護の専門知識・技術を用いて、人々の生涯にわたる多様な健康レベルの人々の健康課題を

科学的・論理的に判断し、解決方策を提案できる能力を身に付けている 

● 豊かな教養と人間理解を基盤にしたヒューマンケアリングが実践できる能力を身に付けている 

● 保健医療福祉チームにおける看護の役割を理解し、連携・協働できる能力を身に付けている 

● 看護専門職としてのアイデンティティを形成し、専門職業人の持つべき知識・価値観・倫理観を

自ら継続・発展させていく能力を身に付けている 

● グローバルな視点を持ち、将来は看護の実践・教育・研究領域におけるリーダーやスペシャリスト

として社会に貢献できる能力を身に付けている 

 
１．２ 教育課程（カリキュラム）の概要（カリキュラム・ポリシーより） 

 

１ １・２年次の共通教育科目の履修を通して、人間や社会を理解するための素地となる豊かな教養

と倫理観を身に付け、専門基礎へ導入を図るための基盤を育成します。それに加えて、科学的思

考の基盤となるクリティカルシンキングやグローバル化に対応した看護活動ができる基礎的な知識

と技術を育成します。 

２ ３年次はライフステージ（母性・小児・成人・老年）別の特性を踏まえた看護や精神保健看護、在

宅看護、看護政策、マネジメントについて履修し、主要な健康課題と健康増進のための理論を修

得します。その上で、健康問題を持つ個人・集団・地域を対象に看護診断をし、解決に必要な知

識と技術を育成します。 

３ ３年次後期から４年次前期に、各領域別の臨地実習を行います。この実習を通して人間の尊厳

や多様性を学び、科学的根拠に基づくアセスメント及びヒューマンケアリングが実践できる基盤を

育成します。 

４ ４年次には統合実習並びに卒業研究を行います。これまでに学んだ専門的知識や実践力を広い

視点で統合し、研究的な方法を用いて健康課題を特定し解決策を論理的に説明できる能力を育

成し、保健医療分野でのリーダーとして必要な基盤を育成します。 

５ 本学科は、看護師国家試験受験資格を満たす科目を卒業要件とし、一部の者には助産師国家

試験受験資格に必要な科目が選択できるように配置しています。 
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１．３ 教育課程の編成 
３    

教育方針を達成するために下表に示すような教育課程を編成している。 

 

 カテゴリー 概        要 

専
門
基
礎
分
野 

人体のしくみ

と病態 
医学領域の科目群及び微生物学・生化学等の科目により人体のしくみ、主要疾患の病態

生理、症状、診断、治療、予後について学ぶ。 

人間と生活 看護の対象である人間及び家族、生活環境等について看護の視点で学ぶ。またヒューマ

ンケアリングの実践のための基本概念と方法論を修得する。 

健康支援と 

社会制度 
健康の保持増進、疾病予防について公衆衛生や健康教育の視点から理論や方法論を学

ぶ。またそれらに関連する法制度・行財政、社会福祉サービスについても学ぶ。 

専 
 

 
 

 

門 
 

 
 

 

分 
 

 
 

 

野 

基礎看護学 
看護は実践の科学であり、あらゆる年代、様々な健康段階の個人、家族、集団や地域社

会を生活者の視点を重視して支援する専門職である。基礎看護学ではあらゆる看護に共

通となる基礎理論と方法論を修得する。 

成人看護学 

成人期にある人々とその健康現象に焦点を当て、成人各期の発達段階の特性からくる保

健課題と健康問題解決の理論・方法論を修得する。特に急性期では、急性期・周手術期

における看護の知識と方法を学び、臨地実習で実践能力を培う。慢性期看護では、慢性

疾患を自ら管理（セルフケア）していく上での健康学習支援の基礎的実践能力を培い、臨

地実習で実践展開する。 

精神看護学 

人間の精神の発達・成熟の仕組みに焦点を当て、発達のプロセスにおける危機と対処の

理論・方法を修得すると共に、精神発達上の問題解決の理論・方法論を修得する。 

また、臨地実習では精神の病気や障害をもつ人との関わりを通して、精神看護の臨床にお

ける基礎的実践能力を修得する。 

老年看護学 

人間にとっての「老い」の意味を考え、老年期の発達課題、老化過程の理論を修得

すると共に、老年期における健康問題の特質、医療・保健・福祉対策の動向とその

実際を学ぶ。また、臨地実習を通して、施設や在宅での高齢者看護・介護の実際を

学ぶ。 

小児看護学 

小児期の対象を成長・発達の様相から理解し、小児の健康を守り、健全育成に必要な知

識・技術を修得すると共に、健康に障害を持った小児とその家族について問題解決の理

論と方法を学ぶ。また臨地実習においては健康な子どもと、健康障害を持つ子どもとその

家族との関わりを通して基礎的な実践能力を修得する。 

母性看護学 
女性の一生をリプロダクティブヘルス／ライツの視点から捉え、様々な課題に対する母性看

護の基礎的能力を養うと共に、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期における母性看護の理

論と方法を学ぶ。臨地実習では、周産期を中心に基礎的な看護実践能力を修得する。 

統合と実践 

変化する社会や環境・国際化に対応した看護活動ができるための基礎的知識と方法論を

学ぶと共に、地域で生活している様々な人々の健康や QOL 向上に寄与する看護活動を

展開するための固有の理論・方法論を学ぶ。また、各領域で修得した専門知識や技術を

統合し、チーム医療が行われている臨床現場で、専門職として看護をマネジメントできるた

めの基礎的実践力を修得する。卒業研究では、各自が選択した看護のテーマについて、

研究計画を立て、データ収集、解析、解釈・考察を通して卒業論文としてまとめる。統合実

習では、看護政策・マネジメントに繋がるテーマを設定し、それを達成するための方法を検

討、実践し、看護の視野を拡大する。 

助産学 

助産師に必要な助産診断、助産技術の基本概念と意義を理解し、妊婦・産婦・褥婦と新

生児に対する健康診査の方法とケア、ならびに正常な分娩介助技術と助産管理の基本概

念を修得する。臨地実習では、継続受け持ち事例や正常分娩介助を通して助産診断・技

術・助産管理能力を養う。 
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１．４ 卒業要件と履修方法 

(1) 卒業要件 

卒業資格を得るためには共通教育科目と学部教育科目のカリキュラム表にしたがって、下表に

示す卒業要件単位数を修得しなければならない。 

 必修科目 選択科目 計 

共通教育科目  20 単位 5 単位 25 単位 

学部教育科目 100 単位 5 単位 105 単位 

計 120 単位 10 単位 130 単位 

  

(2) 臨地実習の履修要件 

３、４年次に開講する臨地実習は、「看護学基礎論Ⅰ～Ⅱ」、「看護学方法論Ⅰ～Ⅵ」、「基礎

看護学実習Ⅰ～Ⅱ」を履修し、単位を修得しておかなければ履修できない。なお、授業科目毎の

要件がシラバスの「履修上の注意」に詳細に書いてあるので留意すること。 

 

(3) 卒業研究の履修要件 

３年次後期から必修科目として「卒業研究」を課している。卒業研究は、次の条件を充足しなけ

れば、履修できない。なお、３年次前期に学科が行う卒業研究に関する履修指導に留意すること。 

卒業研究の履修要件 

共通教育科目 必修科目 20 単位修得 

学部教育科目 ３年前期までに修得すべき必修科目のうち 72 単位以上修得 

計 92 単位以上 

 

(4) 他学部・他学科開講科目の取り扱い 

卒業要件単位として認定しない。 

 

１．５ 資格の取得 

（１）看護師国家試験受験資格は、卒業時に取得できる。 

（２）助産師国家試験受験資格は、卒業要件に加えて、次の選択科目の単位を全て修得するこ

とにより卒業時に取得できる。（女子のみ） 

①ジェンダー ②生命倫理 ③生殖の科学 ④助産診断・技術学Ⅰ ⑤助産診断・技術学Ⅱ 

⑥助産診断・技術学Ⅲ ⑦女性のライフサイクルと助産 ⑧助産管理 ⑨助産学実習Ⅰ 

⑩助産学実習Ⅱ 

なお、助産師国家試験受験資格取得に必要な「助産学実習Ⅰ～Ⅱ」の履修可能定員は 4 名

程度であり、２年次に希望者の中から選考により決定する。この選考により履修を認められた者を助

産師課程履修者と呼ぶ。  
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1 2 3 4

生化学 講義 川上(祐) ◎ 30 2

微生物学 演習 田中 ◎ 30 1

解剖生理学Ⅰ 演習 荻野 ◎ 45 2

解剖生理学Ⅱ 講義 荻野 ◎ 30 2

運動生理学 講義 綾部 ○ 30 2

病理学 講義 荻野 ◎ 30 2

薬理学 講義 高橋(吉)　 ◎ 30 2

生殖の科学 講義 ※羽原 △ 15 1

臨床病態学Ⅰ 講義 高橋(徹) ◎ 30 2

臨床病態学Ⅱ 演習 高橋(徹) ◎ 30 1

臨床病態学Ⅲ 演習 高橋(徹）・※冨岡　 ◎ 30 1

臨床病態学Ⅳ 演習 高橋(徹)・※脇 ◎ 30 1

救急医学 講義 高橋(徹)・犬飼 ◎ 15 1

栄養学総論 講義 山下(広) ○ 30 2

人間発達学 講義 沖本 ○ 30 2

家族看護学 講義 井上（幸） ◎ 15 1

ヒューマンケアリング論 演習 二宮・實金 ◎ 30 1

医学概論 講義 高橋(徹） ◎ 15 1

看護の世界 講義 山口（三） ◎ 15 1

リハビリテーション概論 講義 ※西本 ○ 30 2

健康教育論 講義 住吉 ◎ 15 1

公衆衛生学 講義 ※川井 他 ◎ 30 2

疫学 講義 藤井 ◎ 30 2

保健統計学 演習 未定 ◎ 30 1

社会福祉概論 講義 坂野 ○ 30 2

看護関係法規 講義 沖本 ◎ 15 1

社会保障論 講義 増田 ◎ 15 1

看護学概論 講義 山口（三） ◎ 15 1

看護学基礎論Ⅰ 講義 山口（三） ◎ 15 1

看護学基礎論Ⅱ 演習 山口（三） ◎ 30 1

看護学方法論Ⅰ 演習 佐藤（美）・高林 ◎ 30 1

看護学方法論Ⅱ 演習 佐藤（美）・高林 ◎ 45 2

看護学方法論Ⅲ 演習 佐藤（美）・高林 ◎ 45 2

看護学方法論Ⅳ 演習 佐々木（新）・高林 ◎ 30 1

看護学方法論Ⅴ 演習 佐々木（新）・高林 ◎ 30 1

看護学方法論Ⅵ 演習 佐々木（新）・高林 ◎ 45 2

基礎看護学実習Ⅰ 実習 佐藤（美）他 ◎ 45 1

基礎看護学実習Ⅱ 実習 佐々木（新）他 ◎ 90 2

成人看護学Ⅰ 講義 住吉・名越 ◎ 30 2

成人看護学Ⅱ 演習 名越・犬飼(智) ◎ 45 2

成人看護学Ⅲ 演習 住吉・浅井 ◎ 30 1

成人看護学Ⅳ 講義 住吉・浅井 ◎ 15 1

成人看護学実習Ⅰ 実習 名越・犬飼(智) ◎ ◎ 135 3

成人看護学実習Ⅱ 実習 住吉・浅井 ◎ ◎ 135 3

精神看護学Ⅰ 講義 井上(幸） ◎ 30 2

精神看護学Ⅱ 演習 井上（幸）・石田 ◎ 45 2

精神看護学実習 実習 井上(幸）・石田 ◎ ◎ 90 2

老年看護学Ⅰ 講義 實金 ◎ 30 2

老年看護学Ⅱ 演習 實金・井上（か） ◎ 45 2

老年看護学実習 実習 實金・井上（か） ◎ ◎ 135 3

開　講
単位数

卒業要件
単位数

１．６　授業科目

授業科目の名称 授業の方法 担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数

専
　
門
　
基
　
礎
　
分
　
野

人
体
の
し
く
み
と
病
態

   105

    単

    位

人
間
と
生
活

健
康
支
援
と
社
会
制
度

専
　
門
　
分
　
野

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

精
神

看
護
学

老
年

看
護
学
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1 2 3 4

開　講
単位数

卒業要件
単位数

授業科目の名称 授業の方法 担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数

小児看護学Ⅰ 講義 沖本・網野 ◎ 30 2

小児看護学Ⅱ 演習 沖本・網野 ◎ 45 2

小児看護学実習 実習 沖本・網野 ◎ ◎ 135 3

母性看護学Ⅰ 講義 池田（理） ◎ 30 2

母性看護学Ⅱ 演習 池田（理）・滝川 ◎ 45 2

母性看護学実習 実習 池田（理）・滝川 ◎ ◎ 90 2

地域看護学概論 講義 二宮 ◎ 30 2

在宅看護論 演習 佐々木（純）・未定 ◎ 45 2

国際保健看護論 講義 井上（幸） ◎ 15 1

看護技術実験演習 演習 佐々木（新） ○ 30 1

チームガバナビリティ演習 演習 中村(光)・住吉・高林 ○ 30 1

災害看護論 講義 二宮・高橋(徹) ○ 15 1

がん看護学 講義 名越 ◎ 15 1

看護倫理学 講義 山口（三） ◎ 15 1

看護アセスメント学 演習 名越 他 ◎ 30 1

看護政策・マネジメント論 演習 二宮 他 ◎ 30 1

看護研究 演習 山口（三） ◎ 30 1

臨床アセスメント学 講義 高橋(徹)　 ○ 15 1

看護教育 講義 佐藤（美）・二宮 ○ 30 2

卒業研究 演習 学科教員 ◎ ◎ 120 4

在宅看護論実習 実習 佐々木（純）・未定 ◎ 90 2

統合実習 実習 二宮 他 ◎ 90 2

助産診断・技術学Ⅰ 講義 岡﨑(愉) 他 △ 30 2

助産診断・技術学Ⅱ 演習 岡﨑(愉)・滝川 △ 45 2

助産診断・技術学Ⅲ 講義 池田（理）・岡﨑(愉) △ 15 1

女性のライフサイクルと助産 講義 岡﨑(愉) △ 15 1

助産管理 講義 岡﨑(愉) △ 15 1

助産学実習Ⅰ 実習 岡﨑(愉)・滝川 △ 90 2

助産学実習Ⅱ 実習 岡﨑(愉)・池田（理）・滝川 △ 225 5

・「◎」印は必修科目　　「○」印は選択科目　　「△」印は助産必修科目　　
・「※」印は非常勤講師

学部教育科目の卒業要件単位数105単位
卒業要件単位数130単位（共通教育科目の卒業要件25単位を含む）

注

専
　
　
門
　
　
分
　
　
野

小
児

看
護
学

   105

 
    単

    位

母
性

看
護
学

統
合
と
実
践

助
産
学
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1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後前期 4年前期

ELP1 ELP3 ELP5 ELP6

ELP2 ELP4

大学で学ぶ

フレッシュマンセミナー

日本語文章作法

日本国憲法

人文・社会科学入門

自然科学入門

統計学の基礎B 生命倫理

おかやまボランティア論

おかやまを学ぶ

生化学 薬理学

微生物学 臨床病態学Ⅱ

運動生理学 救急医学

解剖生理学Ⅰ 解剖生理学Ⅱ 病理学

栄養学総論

人間発達学 家族看護学 ヒューマンケアリング論

健康教育論

医学概論 公衆衛生学

看護の世界 疫　学 保健統計学

社会福祉概論 社会保障論 リハビリテーション概論

看護関係法規

看護学概論 看護学基礎論Ⅰ 看護学基礎論Ⅱ

看護学方法論Ⅲ

看護学方法論Ⅰ 看護学方法論Ⅴ

看護学方法論Ⅱ 看護学方法論Ⅵ

看護学方法論Ⅳ

基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学Ⅰ 成人看護学Ⅱ

成人看護学Ⅲ 成人看護学Ⅳ

精神看護学Ⅰ 精神看護学Ⅱ

老年看護学Ⅰ 老年看護学Ⅱ

小児看護学Ⅰ 小児看護学Ⅱ

母性看護学Ⅰ 母性看護学Ⅱ

国際保健看護論

災害看護論

がん看護学

看護倫理学

看護アセスメント学

チームガバナビリティ演習

地域看護学概論 在宅看護論 在宅看護論実習

看護政策・マネジメント論

看護技術実験演習 看護研究

ジェンダー(全学教育）

生殖の科学 助産診断・技術学Ⅰ 助産診断・技術学Ⅱ 助産診断・技術学Ⅲ 助産学実習Ⅰ

女性のライフサイクルと助産 助産管理

健
康
支
援
と
社
会
制
度

基
礎
看
護
学

成人看護学実習Ⅰ

　
　
卒
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
研
　
　
　
　
　
　
　
究

成
人
看
護
学

成人看護学実習Ⅱ

共
通
教
育

臨床病態学Ⅳ

老年看護学実習

１．７　教育課程の編成と授業科目の関係

3年後後期 4年後期

ヒ
　
　
ュ

　
　
ー

　
　
マ
　
　
ン
　
　
ケ
　
　
ア
　
　
リ
　
　
ン
　
　
グ
　
　
の
　
　
実
　
　
践
　
　
能
　
　
力

小児看護学実習

人
体
の
し
く
み
と
病
態

臨床病態学Ⅰ

臨床病態学Ⅲ

人
間
と
生
活

③
問
題
解
決
能
力

共通教育カテゴリ「人文・社会科学」「自然科学」「健康科学」

①
豊
か
な
教
養

②
専
門
職
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）実線で囲んだ科目は必修、点線で囲んだ科目は選択を表しています。

母
性
看
護
学

母性看護学実習

⑤
実
践
能
力

統
合
と
実
践

看護教育

臨床アセスメント学

助
産
課
程

助産学実習Ⅱ

④
保
健
医
療
チ
ー

ム
と
の
協
働
能
力

統
 
 
　
　
　
　
合
　
 
　
　
　
 

実
 
 
　
　
　
　
習

小
児
看
護
学

精
神
看
護
学

精神看護学実習

老
年
看
護
学
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２ 栄養学科 

 

２．１ 本学科の教育方針（ディプロマ・ポリシーより） 

 

栄養学科では、超高齢社会の到来や生活習慣病予防が重要視されている現代社会にお

いて、食と健康の相互関係を科学理論によって理解し、未知なる事象の解明に向けて研

究する姿勢を身に付け、栄養学を人の健康の維持・増進、病気の予防・治療へと応用し、

広く地域社会に貢献できる人材の育成を目指しています。 

したがって、本学科では次の能力を身に付け、かつ卒業の要件を満たした者に学位を

授与します。 

 

● 食と健康の専門家として必要な基礎的知識と技術を身に付けている 

● 多様な対象者に対して、科学的思考に基づいて適切かつ高度な食・栄養支援を実践

する技術を身に付けている 

● 専門分野における問題発見・解決能力を身に付けている 

● グローバルな視野を持って地域に情報発信できる能力を身に付けている 

● チーム医療の重要性を理解し、他職種や患者とのコミュニケーションを円滑に進め

る能力を身に付けている 

 

２．２ 教育課程（カリキュラム）の概要（カリキュラム・ポリシーより） 

 

１ １年次から２年次までに共通教育科目を履修します。その履修を通して広範な知識

の修得と異文化理解によるグローバルな視点や自然科学での科学的視点を含めた

豊かな教養と高い倫理観の涵養、食と健康の専門家として活躍できるための学修基

盤を育成します。 

２ １年次から２年次までに学部教育（専門基礎分野）科目を履修します。この履修を

通じて、食と健康の専門家としての健康・健康管理、医学領域、食品・加工・衛生・

調理における知識や技術の基本的能力を育成します。 

３ ３年次には学部教育（専門分野）科目を履修します。この履修を通じて、専門職業

人として必要な高度な専門的知識を修得し、総合的能力、コミュニケーション能力、

サービスマネジメント能力、栄養指導能力、教育能力を備え、他の医療専門職と協

働して、リーダーシップを発揮できる力を育成します。 
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４ ４年次には卒業研究を履修します。この履修を通じて、研究課題に対して主体的に

取り組み、科学的に探求する態度、論理的に思考する態度、計画的に実行する態度

を身に付け、問題解決能力、実践能力を育成します。 

５ 教職教育科目を履修することで、教育の意義や食教育実践に必要な知識と技術を育

成します。 

６ 共通教育科目及び学部教育科目の中から履修し、卒業時には栄養士免許並びに管理

栄養士国家試験受験資格が取得可能となるほか、食品衛生管理者並びに食品衛生監

視員の任用資格の取得が可能となります。また、教職教育科目を修得することで栄

養教諭一種免許状が取得可能となります。 
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教育課程の編成 

  目科業授設開 要概 ーリゴテカ 

1）基本的

能力 

共通教育   

修学基礎  社会人基礎力涵養と栄養学科教員によるセ

ミナーでキャリア育成に必要な心構えや基

礎的表現力を修得する。 

共通教育科目のﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ、大学で学ぶ

 

人文･社会科学 

自然科学 

健康科学 

 

 歴史観・文化観・社会観を扱う学問領域、

自然科学の基礎教養、身体の健康を考えた現

代生活を営むための知見について学ぶ。化

学、生物などの講義を通じて、学部教育科目

を理解するための基礎的な知識や、コンピュ

ータを活用する能力を修得する。 

共通教育科目の人文･社会科学入門、自然科

学入門、基礎有機化学、基礎生物学、統計

学の基礎 B、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習Ⅰ、生命倫理 

語学国際 

社会連携 

 英語を始めとする外国語によるコミュニケ

ーション能力、グローバル化に対応する能力

および地域に貢献する人材として携えるべ

き能力を修得する。 

共通教育科目の英語科目、英語以外の外国

語科目、国際科目、おかやまボランティア

論、おかやまを学ぶ 

学部教育（専門基礎分野）   

社会・環境と健康  健康、健康管理に関する基礎的な知識、方

法を修得する。 

健康管理論、看護の世界、社会福祉概論、

食生活論、健康情報演習、公衆衛生学、保

健福祉ｼｽﾃﾑ概論、介護学演習 

人体の構造と機能・疾病

の成り立ち 

 医学領域の科目群・微生物学・生化学等の

講義、実験を通じて、基礎的な知識と方法を

身につける。 

栄養学のための解剖生理学、解剖生理学実

験 I･II、病理学、内科学、栄養ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ論、

薬理学、微生物学、微生物学実験、生化学、

代謝生化学、分子生物学、生化学実験 I･II

食べ物と健康  食品学・食品加工学・食品衛生学・調理学

等の講義、実験、実習を通じて、食の知識と

技術を身につける。 

食品衛生学、食品衛生学実験、食品分析学、

食品学 I･II、食品材料学、食品加工演習、

食品学実験 I･II、調理学、調理学実習 I･II

2）総合的

能力 

学部教育（専門分野）   

基礎栄養学  栄養学総論・栄養学実験を通じて栄養学の

基礎を修得する。 

栄養学総論、栄養学基礎実験、栄養学実験

応用栄養学  栄養学各論・応用栄養生理学等の講義、実

習を通じて栄養学の応用的な知識と方法を

身につける。 

栄養学各論 I･II、応用栄養生理学、栄養学

実習、スポーツ栄養学 

臨床栄養学  病態栄養学・臨床栄養学・臨床栄養管理の

講義、実験、実習を通じて、病態と栄養に関

する知識と方法を修得する。 

病態栄養学、臨床栄養学 I･II、臨床栄養管

理、臨床栄養学実習 I、臨床栄養学実験 

3）コミュ

ニケーシ

ョン能力 

公衆栄養学  公衆栄養学・地域栄養活動の講義、実習を

通じて、マスの栄養に関する知識と方法を身

につける。 

公衆栄養学 I･II、公衆栄養学実習 I 

総合演習  基礎から給食経営管理までの専門分野を統

合できる能力、チーム医療の中でのコミュニ

ケーション能力を修得する。 

総合演習 I･II･III、ﾁｰﾑｶﾞﾊﾞﾅﾋﾞﾘﾃｨ演習 

4）サービ

スマネジ

メント能

力 

給食経営管理論  給食経営管理論・フードシステム学等の講

義、実習を通じて、マスの給食に関する知識

と方法を身につける。 

ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ学、給食経営管理論 I･II、給食経

営管理実習 I 

臨地実習  臨床栄養学・栄養教育・地域栄養・給食管

理の臨地実習を通じて管理栄養士の実務を

修得する。 

臨床栄養学実習 II、給食運営実習、公衆栄

養学実習 II、給食経営管理実習 II 

5）栄養指

導能力 

栄養教育論  栄養教育に関する講義、演習、実習を通じ

て栄養の教育に関する知識と方法を身につ

ける。 

栄養教育論 I･II、栄養教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ論、ｶｳﾝ

ｾﾘﾝｸﾞ演習、栄養教育実習 

6）問題解

決能力 

卒業研究  一つのテーマについての調査・研究を通じ

て研究の方法、データの解析、解釈そしてま

とめるという総合的な能力を修得する。 

卒業研究 

7）教育能

力 

教職教育科目  学校教育の意義の理解と、食育の実践に必

要な知識、技術を身につける。 

教師論、教育基礎論、教育心理学、教育課

程論、教育方法論、教育相談、生徒指導論、

教職実践演習（栄養教諭）、学校栄養教育論

I･II、学校栄養教育実習 I･II 
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２．３ 卒業要件と履修方法 

（１） 卒業要件 

栄養学科平成２８年度入学生の卒業要件単位数は下表に示している。 

  必修科目 選択科目 計 

共通教育科目 14 単位 14 単位 28 単位 

学部教育科目 96 単位 4 単位 100 単位 

計 110 単位 18 単位 128 単位 

 

（２） 卒業研究の履修要件 

卒業研究の履修については、次の要件を充足しなければ履修申請できない。 

卒業研究 10 単位を含む 23 単位以下を修得することにより卒業要件単位（必修 110

単位を含め 128 単位）を満たすこと 

 

（３） 他学部・他学科開講科目の取り扱い 

保健福祉学部の他学科ならびに他学部開講の学部教育科目の単位を履修した場合、

履修単位の 4 単位までを本学科の卒業要件単位として認定することができる。また、

修得単位は卒業研究履修要件の単位数に含める。 

 

（４） 履修モデル（履修上の留意点） 

① 共通教育科目について 

共通教育科目は１年次を中心に、１年次から４年次までの間に履修する。とくに、

本学科は学部教育における多くの科目の教育基盤である基礎生物学、基礎有機化学、

統計学の基礎Ｂは１年次生で履修することが望ましい。 

② 学部教育科目について 

学部教育科目の大半は必修科目となっているので、ここには履修モデルを挙げて

いないが、それぞれの開講年次に修得しておくことに留意すること。１年次から３

年次前期にかけて開講される多くの科目は、３年次後期に開講されている３領域の

臨地（学外）実習への準備という重要な意味を持つ。たとえば、公衆栄養学 I（１

年次開講）、公衆栄養学 II（２年次開講）、公衆栄養学実習 I（３年次前期開講）を

修得していない者は、臨地実習の公衆栄養学実習 II（３年次後期開講）を履修申請

できない（図参照）。 
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 ｢共通教育｣区分：｢人文・社会科学｣，｢語学国際｣カテゴリーの授業科目 

｢共通教育｣区分：｢社会連携｣，｢健康科学｣カテゴリー

の授業科目 

                                  ｢共通教育｣区分：「修学基礎」，｢自然科学｣カテゴリーの授業科目 

 

臨地実習系科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業研究 

医学概論 
看護の世界 

食生活論 

健康情報演習 

解剖生理学 

生化学 代謝生化学 

食品学 I 

調理学実習 I 

食品分析学 

栄養学基礎実験 

公衆栄養学 I 

介護学演習 

公衆衛生学 
保健福祉システム概論

栄 養学の ため の
解剖生理学

病理学 

分子生物学 

解剖生理学実験 I

調理学実習 II

栄養教育論 I 
栄養教育プログラム論

栄養学総論 

解剖生理学実験 II 

生化学実験 I

病態栄養学 
臨床栄養学 I

微生物学 微生物学実験食品衛生学 食品衛生学実験

栄養サポートチーム論 

食品学 II 
食品材料学 

食品加工演習

社
会
・環
境
と
健
康 

食
べ
物
と
健
康 

基
礎
栄
養
学

栄養学各論 I 栄養学各論 II
応用栄養生理学

スポーツ栄養学

栄養学実験 

臨
床
栄
養
学

公
衆
栄
養
学

臨床栄養学 II

臨床栄養学実習 I
臨床栄養学実験

臨床栄養学実習 II 
公衆栄養学実習 II 

給食運営実習 
給食経営管理実習 II 

臨床栄養管理 

公衆栄養学実習 I

栄
養
教
育
論

栄養教育論 II

栄養教育実習

カウンセリング演習

給
食
経
営
管
理
論

給食経営管理論 I

給食経営管理実習 I

フードシステム学 

総合演習 I 

1 年・前期 1 年・後期 ２年・前期 ２年・後期 ３年・前期 ３年・後期 ４年

ELP１ 
ELP２ 

ELP３ 
ELP４ 

コンピュータ演習Ⅰ 

統計学の基礎Ｂ 

大学で学ぶ 
フレッシュマンセミナー 

人
体
の
構
造
と
機
能
・疾
病
の
成
立
ち

① 

基 

本 

的 

能 

力 

② 

総 

合 

的 

能 

力 

応
用
栄
養
学

総
合
演
習

臨
地
実
習

内科学 

教師論 
教育基礎論 

教育課程論 
教育心理学 

生徒指導論 
教育方法論 

教育相談 

 

⑦
教
育
能
力 

図 教育課程の編成と授業科目の関係(太枠で囲んだ科目は必修、網掛は実験実習科目) 

学校栄養教育実習 I
学校栄養教育実習 II
教職実践演習 
（栄養教諭） 

給食経営管理論 II 

④
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

⑤
栄
養
指
導

能
力

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

⑥
問
題

発
見
解

決
能
力

総合演習 II 

総合演習 III 

食品学実験 I

食品学実験 II

健康管理論 

自然科学入門 基礎有機化学 

基礎生物学 

薬理学

栄養学実習 

公衆栄養学 II

多職種連携プロジェクト：チームガバナビリティ演習 

学校栄養教育論 I 

基
礎
学
力 

ELP５ ELP６ 

生化学実験 II

調理学 

社会福祉概論 

おかやまボランティ
ア論 

人文・社会科学入門 

岡山を学ぶ 

学校栄養教育論 II
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２．４ 資格の取得 

規定の単位（２.３ 卒業要件と履修方法参照）を修得すれば、卒業と同時に栄養

士免許と管理栄養士の国家試験受験資格に加えて、食品衛生管理者ならびに食品衛生監

視員の任用資格が得られる。 

（１）栄養士免許：卒業後に、住居地の都道府県に申請することにより免許証を取得す

ることができる。（付表１参照） 

（２）管理栄養士国家試験受験資格：卒業後に、管理栄養士国家試験を受験し、合格者

は住居地の都道府県に申請することにより免許証を取得することができる。（付

表２参照） 

（３）食品衛生管理者、食品衛生監視員：本学科はカリキュラム編成の点から、食品衛

生管理者ならびに食品衛生監視員養成施設（以後、食管養成施設という）の認定

を受けている。付表３には、食管養成施設としての指定基準に定められた必要科

目と対応した本学科における開講科目を示した。（食品衛生任用資格取得コース） 

[任用資格] 

① 食品衛生管理者とは、食品または添加物の製造および加工を衛生的に管理する

ための専門資格であり、当該の施設ごとに配置することが義務づけられている。

この資格は、卒業後に衛生管理を必要とする施設等に就職してから、居住地の

都道府県に申請することにより取得できる。 

② 食品衛生監視員とは、国、都道府県および保健所を設置する市で、食品衛生に

関する監視、指導等に従事する職員（国家および地方公務員）のことである。

この資格は、先の職業に就く時に必要である。詳細については、国または都道

府県等の募集要項を参照されたい。 

 

２．５ 入学前の既修得単位の認定（資格取得との関係において） 

本学入学前に、他の大学または短期大学で修得した単位は、本学の卒業要件単位とし

て認定されることがある（第１章 履修について参照）。ただし、食管養成施設でない

大学または短期大学出身者が付表３に示した食管養成施設としての指定基準に定めら

れた必要科目について認定を受けた場合は、食品衛生管理者ならびに食品衛生監視員の

任用資格は得られないことに留意すること。 

 

２．６ 栄養教諭免許状の取得に関する単位履修要領 

本学科は栄養教諭の教職課程の設置もあり、上記の卒業要件単位数の他に以下に示す

所定の単位を修得すれば、栄養教諭の免許状が得られる。 
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（１） 教育目標 

本学科では、人の健康の維持・増進、病気の予防・治療へと応用できる人材育成の目

的に基づき、学校においては児童生徒の健全な人間形成を支えるために食育を中心とし

た教育能力を備えた栄養教諭の養成をめざしている。 

 

（２） 免許状の種類：栄養教諭一種免許状 

 

（３） 基礎資格：学士の学位を有し、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

① 栄養士法第２条第３項の規定により管理栄養士の免許を受けていること。 

② 栄養士法第５条の３第４号の規定により管理栄養士養成施設の課程を修了し、同

法第２条第１項の規定により栄養士の免許を受けていること。 

 

（４） 所要単位数（必要最低単位数） 

科 目 区 分 お よ び 単 位 数 

教育職員免許法施行規則第 66 教職に関する科目 栄養に係る教育に関する科目

条の 6に定める科目     

８単位 １８単位 ４単位 

 

（５） 法令で規定された単位数 

① 教育職員免許法施行規則第 66 条の 6に定める科目 

免許法施行規則に定める科目 対応する開設授業科目 

科   目 単位数 科目区分 授業科目名 
単位

数 

日本国憲法 2 共通教育科目 日本国憲法 2 

体育 2 共通教育科目 

スポーツ I 1 

スポーツ II 1 

スポーツの科学 1 

外国語コミュニケ

ーション 

2(＊) 

 
共通教育科目 

English Language Program 1 1 

English Language Program 2 1 

English Language Program 3 1 

English Language Program 4 1 

情報機器の操作 2 
共通教育科目 コンピュータ演習Ⅰ 1 

学部教育科目 健康情報演習 1 

＊ただし、本学科の卒業要件として右欄に示された英語４科目が必修科目となる。 
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② 教職に関する科目（教職科目） 

免許法施行規則に定める科目 対応する開設授業科目 

科     目 授 業 科 目 名 単位数 

教職の意義等に関する科目 教師論 2 

教育の基礎理論に関する科目 
教育基礎論 2 

教育心理学 2 

教育課程に関する科目 
教育課程論 2 

教育方法論 2 

生徒指導及び教育相談に関する科目 

生徒指導論 2 

教育相談（カウンセリング論

を含む） 
2 

栄養教育実習 

学校栄養教育実習 I（事前事

後指導） 
1 

学校栄養教育実習 II 1 

教職実践演習 教職実践演習（栄養教諭） 2 

 

③ 栄養に係る教育に関する科目  

対応する開設授業科目 

授 業 科 目 名 単位数 

学校栄養教育論 I 2 

学校栄養教育論 II 2 

 

（６） 栄養教育実習の受講資格 

学校栄養教育実習（４年次前期）を受講するには、原則としてそれまでに履修してお

かなければならないすべての科目（管理栄養士養成課程ならびに栄養教諭の教職課程の

必修科目）の単位取得を必要とする。 

 

（７） 教職実践演習の受講資格 

  教職実践演習（４年次後期）を受講するには、学校栄養教育実習の受講資格を得ると

ともに、１年次から履修しているすべての科目（管理栄養士養成課程ならびに栄養教諭

教育課程）について、履修カルテ I および II を作成し、半期ごとに履修履歴に関し

て担当教員との面談を行うこと。 
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　２．７　授業科目
　(1)　学部教育科目

1 2 3 4

医学概論 講義 高橋(徹) ○ 15 1

公衆衛生学 講義 藤井(保) ◎ 30 2

健康管理論 講義 高橋(徹)・井上(幸) ◎ 30 2

社会福祉概論 講義 坂野 ○ 30 2

保健福祉システム概論 講義 ※武田 ◎ 30 2

看護の世界 講義 山口(三) ○ 15 1

食生活論 講義 岸本 ○ 15 1

健康情報演習 演習 田淵・吉村 ◎ 30 1

介護学演習 演習 谷口 ○ 30 1

病理学 講義 荻野 ◎ 30 2

生化学 講義 川上(祐) ◎ 30 2

微生物学 講義 田中 ◎ 30 2

内科学 講義 入江 ◎ 30 2

栄養サポートチーム論 講義 ※未定 ○ 15 1

代謝生化学 講義 山下 他 ◎ 30 2

分子生物学 講義 田中 ◎ 30 2

栄養学のための解剖生理学 講義 入江 ◎ 30 2

薬理学 講義 入江 ○ 30 2 100

解剖生理学実験Ⅰ 実験 高橋(吉)・川上(祐) ◎ 45 1

解剖生理学実験Ⅱ 実験 入江・小川 ◎ 45 1

微生物学実験 実験 田中・吉村 ◎ 45 1

生化学実験Ⅰ 実験 川上(祐)・吉村 ◎ 45 1

生化学実験Ⅱ 実験 川上(祐)・吉村 ◎ 45 1

食品学Ⅰ 講義 伊東 ◎ 30 2

食品学Ⅱ 講義 伊東 ◎ 30 2

食品材料学 講義 山下 ◎ 30 2 単

食品加工演習 演習 中島・新田 ○ 30 1

食品分析学 講義 中島 ○ 15 1

食品衛生学 講義 田中 ◎ 15 1

調理学 講義 新田 ◎ 30 2

食品学実験Ⅰ 実験 伊東・川上(祐) ◎ 45 1

食品学実験Ⅱ 実験 山下・吉村 ◎ 45 1

食品衛生学実験 実験 田中・吉村 ◎ 45 1 位

調理学実習Ⅰ 実習 新田・我如古 ◎ 45 1

調理学実習Ⅱ 実習 新田・我如古 ◎ 45 1

栄養学総論 講義 山本 ◎ 30 2

栄養学基礎実験 実験 中島・吉村 ◎ 45 1

栄養学実験 実験 山本・神崎 ◎ 45 1

栄養学各論Ⅰ 講義 山本 ◎ 30 2

栄養学各論Ⅱ 講義 山本 ◎ 30 2

応用栄養生理学 講義 高橋(吉) ◎ 30 2

スポーツ栄養学 講義 山下・綾部 ○ 30 2

栄養学実習 実習 山本・井上(里) ◎ 45 1

開　講
単位数

卒業要件
単位数

専

門

基

礎

分

野

社
会
・
環
境
と
健
康

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
立
ち

食
べ
物
と
健
康

授業科目の名称
授業の
方法

担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数

専
　
門
　
分
　
野

基
礎
栄
養
学

応
用
栄
養
学
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1 2 3 4

開　講
単位数

卒業要件
単位数

授業科目の名称
授業の
方法

担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数

栄養教育論Ⅰ 講義 川上(貴) ◎ 30 2

栄養教育論Ⅱ 講義 川上(貴) ◎ 30 2

カウンセリング演習 演習 樂木 ◎ 30 1

栄養教育プログラム論 講義 川上(貴)・久保田 ◎ 15 1

栄養教育実習 実習 川上(貴)・神崎 ◎ 45 1

病態栄養学 講義 高橋(吉) ◎ 30 2

臨床栄養学Ⅰ 講義 平松 ◎ 30 2 100

臨床栄養学Ⅱ 講義 入江 ◎ 30 2

臨床栄養管理 講義 平松 ◎ 30 2

臨床栄養学実験 実験 高橋(吉)・小川 ◎ 45 1

臨床栄養学実習Ⅰ 実習 平松・小川 ◎ 45 1

公衆栄養学Ⅰ 講義 久保田 ◎ 30 2

公衆栄養学Ⅱ 講義 久保田 ◎ 30 2

公衆栄養学実習Ⅰ 実習 久保田・井上(里) ◎ 45 1

給食経営管理論Ⅰ 講義 田淵 ◎ 30 2 単

給食経営管理論Ⅱ 講義 田淵 ◎ 15 1

フードシステム学 講義 ※小松 ◎ 30 2

給食経営管理実習Ⅰ 実習 田淵・我如古 ◎ 45 1

総合演習Ⅰ 演習 平松 他 ◎ 30 1

総合演習Ⅱ 演習 平松 他 ◎ 30 1

総合演習Ⅲ 演習 栄養学科教員 ◎ 30 1

チームガバナビリティ演習 演習 中村(光) 他 ○ 30 1 位

臨床栄養学実習Ⅱ 実習 平松・小川 ◎ 45 1

給食運営実習 実習 平松 他 ◎ 45 1

公衆栄養学実習Ⅱ 実習 久保田・井上(里) ◎ 45 1

給食経営管理実習Ⅱ 実習 田淵・我如古 ◎ 45 1

卒業研究 演習 栄養学科教員 ◎ 300 10

（注）　「◎」印は必修科目、「○」印は選択科目、「※」印は非常勤講師

学部教育科目の卒業要件単位数　100単位

卒業要件単位数　128単位（共通教育科目の卒業要件28単位を含む）

専
　
　
門
　
　
分
　
　
野

栄
養
教
育
論

臨
床
栄
養
学

公
衆
栄
養
学
給
食
経
営
管
理
論

総
合
演
習

臨
地
実
習
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(2)　教職教育科目

1 2 3 4
開　講
単位数

必　要
単位数

教職の意義等
に関する科目 教師論 講義 佐藤(和) ● 30 2

教育基礎論 講義 池田 ● 30 2

教育心理学 講義 樂木 ● 30 2

教育課程論 講義 ※岡田 ● 30 2

教育方法論 講義 迫 ● 30 2

生徒指導論 講義 ※高木 ● 30 2

教育相談（カウンセリング論を含む） 講義 京林 ● 30 2

学校栄養教育実習Ⅰ（事前事後指導） 実習 川上(貴) 他 ● ● 45 1

学校栄養教育実習Ⅱ 実習 川上(貴) 他 ● 45 1

教職実践演習 教職実践演習（栄養教諭） 演習 川上(貴) 他 ● 60 2

学校栄養教育論Ⅰ 講義 川上(貴)・久保田 ● 30 2

学校栄養教育論Ⅱ 講義 川上(貴)・※中桐 ● 30 2

日本国憲法 日本国憲法 *1 講義 ※伊藤(治) ● 30 2

スポーツⅠ *1 講・実 髙戸 ○ 30 1

スポーツⅡ *1 講・実 綾部 ○ 30 1

スポーツの科学 *1 講義 綾部 ○ 15 1

English Language Program 1 *1 演習 ※笠本 ● 30 1

English Language Program 2 *1 演習 杉村 ● 30 1

English Language Program 3 *1 演習 ※笠本 ● 30 1

English Language Program 4 *1 演習 杉村 ● 30 1

コンピュータ演習I *1 演習 ※近藤(真) ● 30 1

健康情報演習 *2 演習 田淵・吉村 ● 30 1

　　栄養教諭一種免許状取得のために必要な取得単位数
　　・教職教育科目等　32単位（共通教育科目と学部教育科目の計10単位含む）

外国語コ
ミュニケー
ション

情報機器
の操作

32

単

位

教育の基礎
理論に関する
科目

教
職
教
育
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

体育

栄養に係る教育
に関する科目

生活指導及び
教育相談に
関する科目

栄養教育
実習

　　（注）　　・「*1」印は共通教育科目、「*2」印は学部教育科目
　　　　　　　・「●」印は栄養教諭一種免許状取得のための必修科目、「○」印は選択科目、「※」印は非常勤講師

教育課程に
関する科目

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則

第
６
６
条
の
６
に
定
め
る
科
目

開　講
時間数

単位数
授業科目の名称

授業の
方法

担当教員

開講年次及び
必修選択の別

2
単
位
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講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

公衆衛生学 2

健康管理論 2

保健福祉システム概論 2

健康情報演習 1

小計 7 0

病理学 2

生化学 2

微生物学 2

内科学 2

代謝生化学 2

分子生物学 2

栄養学のための解剖生理学 2

解剖生理学実験Ⅰ 1

解剖生理学実験Ⅱ 1

微生物学実験 1

生化学実験Ⅰ 1

生化学実験Ⅱ 1

小計 14 5

食品学Ⅰ 2

食品学Ⅱ 2

食品材料学 2

食品衛生学 1

食品学実験Ⅰ 1

食品学実験Ⅱ 1

食品衛生学実験 1

小計 7 3

栄養学総論 2

栄養学各論Ⅰ 2

栄養学各論Ⅱ 2

応用栄養生理学 2

病態栄養学 2

臨床栄養学Ⅰ 2

臨床栄養学Ⅱ 2

臨床栄養管理 2

栄養学基礎実験 1

栄養学実験 1

栄養学実習 1

臨床栄養学実験 1

臨床栄養学実習Ⅰ 1

小計 16 5

栄養教育論Ⅰ 2

栄養教育論Ⅱ 2

栄養教育プログラム論 1

公衆栄養学Ⅰ 2

公衆栄養学Ⅱ 2

栄養教育実習 1

公衆栄養学実習Ⅰ 1

小計 9 2

給食経営管理論Ⅰ 2

給食経営管理論Ⅱ 1

フードシステム学 2

調理学 2

調理学実習Ⅰ 1

調理学実習Ⅱ 1

給食運営実習 1

給食経営管理実習Ⅰ 1

小計 7 4

36 14 小計 60 19

合計

小計

50 79合計

保健福祉学部栄養学科における開設科目等

教育内容

単位数

授業科目等の名称

配当単位数

4

（付表１）　栄養士の資格を取得するために必要な授業科目及び単位数
栄養士法施行規則別表第１に定められる教育内容

4社会生活と健康

人体の構造と機能

食品と衛生 6

10

8

8

栄養と健康

栄養の指導 6

給食の運営 4
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講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

公衆衛生学 2
健康管理論 2
保健福祉システム概論 2
健康情報演習 1

小計 7 0
病理学 2
生化学 2
微生物学 2
内科学 2
代謝生化学 2
分子生物学 2
栄養学のための解剖生理学 2
解剖生理学実験Ⅰ 1
解剖生理学実験Ⅱ 1
微生物学実験 1
生化学実験Ⅰ 1
生化学実験Ⅱ 1

小計 14 5
食品学Ⅰ 2
食品学Ⅱ 2
食品材料学 2
食品衛生学 1
調理学 2
食品学実験Ⅰ 1
食品学実験Ⅱ 1
食品衛生学実験 1
調理学実習Ⅰ 1
調理学実習Ⅱ 1

小計 9 5

28 10 専門基礎分野小計 30 10

栄養学総論 2
栄養学基礎実験 1
栄養学実験 1

小計 2 2
栄養学各論Ⅰ 2
栄養学各論Ⅱ 2
応用栄養生理学 2
栄養学実習 1

小計 6 1
栄養教育論Ⅰ 2
栄養教育論Ⅱ 2
カウンセリング演習 1
栄養教育プログラム論 1
栄養教育実習 1

小計 6 1
病態栄養学 2
臨床栄養学Ⅰ 2
臨床栄養学Ⅱ 2
臨床栄養管理 2
臨床栄養学実験 1
臨床栄養学実習Ⅰ 1

小計 8 2
公衆栄養学Ⅰ 2
公衆栄養学Ⅱ 2
公衆栄養学実習Ⅰ 1

小計 4 1
給食経営管理論Ⅰ 2
給食経営管理論Ⅱ 1
フードシステム学 2
給食経営管理実習Ⅰ 1

小計 5 1
総合演習Ⅰ 1
総合演習Ⅱ 1
総合演習Ⅲ 1

小計 3 0
臨床栄養学実習Ⅱ 1
給食運営実習 1
公衆栄養学実習Ⅱ 1
給食経営管理実習Ⅱ 1

小計 0 4
32 12 専門分野小計 34 12
60 22 小計 64 22

合計 86

－

臨地実習 － 4

専門分野小計
小計
合計

8

公衆栄養学 4

給食経営管理論 4

総合演習 2

82

専門基礎分野小計

専
門
分
野

基礎栄養学 2

8

応用栄養学 6

栄養教育論 6

臨床栄養学

専
門
基
礎
分
野

社会・環境と健康 6

10

人体の構造と機能及び疾病の成
り立ち

14

食べ物と健康 8

（付表２）　管理栄養士国家試験受験資格を取得するために必要な授業科目及び単位数
管理栄養士学校指定規則別表第１に定められる教育内容 保健福祉学部栄養学科における開設科目等

教育内容

単位数

授業科目等の名称

配当単位数
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必  修 選  択
　生 化 学 実 験 II　　　　        1

　生 化 学 実 験 I　　　　        1

　　有 機 化 学　 　　１科目以上 　生 化 学　　　　　　            2

　　無 機 化 学 　栄 養 学 基 礎 実 験　　　　  1

　　生 物 化 学 　代 謝 生 化 学  　　　           2

食 品 学 I                          2

　食 品 学 II　　　　　             2

　食 品 材 料 学　　　　         2

22 　食 品 分 析 学　　　　　       1

　食 品 学 実 験 I　　　　      1

　食 品 学 実 験 II　　　          1

　栄養学のための解剖生理学　 2

　解 剖 生 理 学 実 験 I　　　 　 1

　解 剖 生 理 学 実 験 II　　   　 1

　　毒 性 学

　　微 生 物 学 40 　微 生 物 学　　　               2

　　食品微生物学　  　１科目以上 　微 生 物 学 実 験　　　　      1

　　食品保存学・食品製造学 　食 品 加 工 演 習 1

単

　　公衆衛生学 　公 衆 衛 生 学　　　　          2

　　食品衛生学　　　　１科目以上 　食 品 衛 生 学 　　　　        1

　　環境衛生学 位 　食 品 衛 生 学 実 験　　　  　 1

　　衛生行政学、疫学 　公 衆 栄 養 学　I　　         2

小　　　　　　　計 以 28 2

（例示） （ 例 示 科 目 該 当 科 目 ）

　病理学 上 　病 理 学　　                       2

　医学概論 　医 学 概 論　 1

　栄養学、酵素化学 栄 養 学 総 論                      2

　栄養学 栄 養 学 各 論 I                    2

　環境保健学 　栄 養 学 各 論 II 　　　　     2

　解剖学、栄養化学、血清学 　栄 養 学 実 験　　　            1

　衛生管理学 　臨 床 栄 養 学 I　　　         2

　衛生統計学 　臨 床 栄 養 学 II                  2

　医化学、遺伝学 　病 態 栄 養 学　　　             2

　環境保健学 　応 用 栄 養 生 理 学　         2

　衛生管理学 　臨 床 栄 養 学 実 習 I　　    1

　衛生管理学 　臨 床 栄 養 学 実 習 II          1

　血液学、栄養化学 　臨 床 栄 養 学 実 験　　         1

　衛生管理学 公 衆 栄 養 学 実 習  I　　　　　　　 1

（ 例 示 科 目 以 外 の 関 連 科 目 ）

　調 理 学　　                      2

　調 理 学 実 習 I　　　           1

　調 理 学 実 習 II　　　        1

　食 生 活 論　　　  1

　栄 養 教 育 論 I　　　           2

　栄 養 教 育 論 II　　　           2

　栄 養 教 育 実 習        　 1

　給 食 経 営 管 理 論 I　　　   2

　給 食 経 営 管 理 論 II　　   　 1

　フ ー ド シ ス テ ム 学　　  2

給 食 経 営 管 理 実 習 I　　       1

給 食 経 営 管 理 実 習 II　　　    1

　給 食 運 営 実 習 1

小　　　　　　　計 38 2

合　　　　　　　計 66 4

　　食 品 化 学

科       　　目

（付表３）　食品衛生管理者および食品衛生監視員の任用資格を取得するために必要な
　　　　　　 授業科目及び単位数

食管養成施設としての指定基準に定める必要科目 保健福祉学部栄養学科（食品衛生任用資格取得コース）開講科目

科　　　　　　目　 単　位　数

　　分 析 化 学

　　食 品 分 析 学　　１科目以上

単

　　生 理 学　　　　　　　　　

単　　位

位

以

上
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３ 保健福祉学科 
 

 

３．１ 本学科の教育方針（ディプロマ・ポリシーより） 

保健福祉学科は、深い教養と豊かな人間性を兼ね備え、福祉的視点と方法に基づいて、子ども、障害者、高齢者

等すべての人々の自立と自己実現を支援し、健康と幸福の増進に寄与することのできる人材を育成することを目指

しています。社会福祉学専攻では、特に社会における多様な福祉課題に対処する問題解決能力と共感力を持った人

材を、また子ども学専攻では、教育的視点と方法を併せ持った、子どもの育ちと学びに関わる人材を育成すること

を目指しています。 

したがって、本学科では次の能力を身に付け、かつ卒業の要件を満たした者に学位を授与します。 

＜両専攻に共通した能力＞ 

● 多様な文化や価値観を受け容れ、福祉的・国際的視野を持って問題解決できる力を身に付けている 

● 自ら学び続ける姿勢と習慣を持ち、保健福祉学の創造に貢献できる力を身に付けている 

＜社会福祉学専攻＞ 

● 社会福祉学の基盤となる、人間、健康、社会に関する幅広い知識と論理的な思考力を身に付けている 

● 社会福祉学と健康科学の知識・理論を身に付けている 

● ソーシャルワークの方法及び実践的な支援技術を身に付けている 

＜子ども学専攻＞  

● 子ども学の基盤となる、人間、健康、社会、教育における幅広い知識と論理的な思考力を身に付けている 

● 子どもに対して具体的・実践的な指導・支援ができる力を身に付けている 

● 子どもの育ちと学びを家庭や地域との関係の中で捉える力を身に付けている 

 

３．２ 教育課程（カリキュラム）の概要（カリキュラム・ポリシーより） 

１ 社会福祉学専攻、子ども学専攻の２専攻を設置しています。 

２ 両専攻の学生が履修する科目として、「保健福祉学Ⅰ・Ⅱ」「社会福祉原論」「人体の構造と機能Ⅰ」など保

健福祉学や関連諸科学の基礎知識を修得するための科目を設置しています。 

３ １年次から２年次までに共通教育科目を履修します。その履修を通して広範な知識の修得と異文化理解による

グローバルな視点、深い教養と豊かな人間性や高い倫理観の涵養、専門職業人としての基本的な能力を育成し

ます。 

４ １年次は「入門ゼミナール」、２年次は「基礎ゼミナール」、３年次は「専門ゼミナール」、４年次は「研究

ゼミナール（卒業研究）」を履修します。この履修を通じて、問題の解決力や実践力を身に付け、保健福祉学

の創造に貢献できる能力を育成します。 

５ １年次から４年次まで、専門職として必要な専門科目を履修します。この履修を通じて、専門職業人として必

要な高度な専門知識と論理的思考力を修得します。社会福祉学専攻では、ソーシャルワークの方法や実践的な

支援技術、介護支援の方法や技術、諸外国の保健福祉制度・政策を学び、多様な福祉課題に対処できる能力を

育成します。子ども学専攻では、子どもや家庭・地域を理解し指導・支援するための福祉と教育の方法や実践

的な支援技術を学び、子どもの育ちと学びを支えるための能力を育成します。 

６ 社会福祉学専攻においては、共通教育科目及び学部教育科目の中から履修し、卒業時には社会福祉士及び介護

福祉士国家試験受験資格取得が可能となります。 

７ 子ども学専攻においては、共通教育科目及び学部教育科目の中から履修し、卒業時には幼稚園教諭一種免許状

及び保育士資格取得が可能となります。 
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３．３ 教育課程の編成 

 保健福祉学科では以下に示す教育課程を編成している。 

専門共通科目 
両専攻の学生が履修する科目である。保健福祉学の基礎理論及び知識を修得

するとともに、研究方法を身につけ卒業論文としてまとめる。 

専門科目（社会福祉学専攻） 
主に社会福祉学専攻の学生が履修する科目である。人々の健全で自立した生

活を支援するために必要な専門的理論、知識、方法・技術を修得する。 

専門科目（子ども学専攻） 
主に子ども学専攻の学生が履修する科目である。子どもたちの豊かな育ちと

学びを支援するために必要な専門的理論、知識、方法・技術を修得する。 

 

 

３．４ 卒業要件と履修方法 

（１）卒業要件 

保健福祉学科（平成２８年度入学生用） 

社会福祉学専攻 必修科目 選択科目 計 

共通教育科目 

学部教育科目 

計 

16単位 

19単位 

35単位 

12単位 

77単位 

89単位 

28単位 

96単位 

124単位 

 

子ども学専攻 必修科目 選択科目 計 

共通教育科目 

学部教育科目 

計 

25単位 

83単位 

108単位 

3単位 

13単位 

16単位 

28単位 

96単位 

124単位 

 

 

（２）他専攻または他学部・他学科開講科目の扱い 

①他専攻開講科目 

保健福祉学科の他専攻が開講する学部教育科目（専門科目）を修得した場合、修得単位１０単位までを所属専

攻の学部教育科目の選択科目として認定する。当該授業科目のカテゴリーは保健福祉学科長が決定する。修得単

位は卒業要件単位数に含める。 

なお、他専攻の科目のうち履修できるものは講義科目に限られ、原則として演習・実習科目は履修できない。 

②他学部・他学科開講科目 

保健福祉学部の他学科並びに他学部が開講する学部教育科目を修得した場合、修得単位の４単位までを本学科

の学部教育科目の選択科目として認定する。当該授業科目のカテゴリーは保健福祉学部長が決定する。修得単位

は卒業要件単位数に含める。 

なお、①と②で認定される単位数は、あわせて１０単位を上限とする。 

 

（３）他専攻開講科目の単位認定手続き 

他専攻開講科目を修得した場合、卒業要件単位としての認定はそれぞれの学年末に行われる。 
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３．５ 社会福祉学専攻 

（１）教育課程 

社会福祉学専攻の教育課程は、教育方針に従いながら専門の知識と技術を教授すると共に、幅広く深い教養と総

合的な判断力を培い豊かな人間性を涵養することをねらいとして、専門共通科目と３領域（生活支援領域、自立支

援領域、国際福祉領域）の専門科目から構成されている。 

 

 

社会福祉学専攻 

教育課程（カリキュラム） 
概    要 

専門共通科目 

保健福祉学の基礎理論や関連諸科学の専門的知識を修得する。 

１年次から４年次までの小グループによる一貫教育を通して、研究方

法を修得すると共に、卒業論文の執筆にむけた指導を行う。 

専

門

科

目 

生活支援領域科目 
主に、社会福祉士に必要な社会福祉学の専門的知識及びソーシャルワ

ークの方法・技術を修得する。 

自立支援領域科目 
主に、介護福祉士に必要な介護福祉学の専門的知識及びケアワークの

方法・技術を修得する。 

国際福祉領域科目 
諸外国の保健・福祉領域の現状や動向を学習し、国際的な視野を修得

する。 

 

 

（２）履修上の留意点 

社会福祉学専攻における学部教育科目は、資格取得のための科目と、スペシャリストとして必要な専門基礎に関

する科目及びより専門性を高めるための科目からなる。将来の進路としては、社会福祉行政、児童施設、高齢者施

設、障害者施設、病院、福祉関連企業などがある。履修計画では、このことを考えて、必修科目や資格取得科目だ

けでなく、専門分野に沿った選択科目を幅広く履修し、専門職としての見識や能力をより高めるようにする。 

ただし、介護福祉士受験資格履修以外の学生は、自立支援領域科目の内、介護福祉士受験資格取得のための科目

の「介護」「医療的ケア」領域の科目は履修できない。 

 

（３）研究ゼミナールの履修要件  

４年次には必修科目として、卒業論文に取り組むための「研究ゼミナール」を課している。「研究ゼミナール」

の履修要件は、４年次に、研究ゼミナール４単位を含め３０単位以内を単位修得することにより卒業要件単位（共

通教育科目と学部教育科目を総合した１２４単位）を満たすものとする。 

 

（４）資格取得 

社会福祉学専攻では、社会福祉士の受験資格（表１）と社会福祉主事任用資格（表３）が取得できる。これに加

えて、介護福祉士の受験資格（表２）が取得できる。なお、介護福祉士の受験資格のみを単独で取得することもで

きる。ただし、介護福祉士受験資格の最大定員は３０名であるため、希望者が定員を超えた場合には選択できない

場合もある。介護福祉士受験資格の取得を希望する学生は、１年次前期終了時に決定し、１年次後期から自立支援

領域の専門を履修する。 

 社会福祉士は「社会福祉士及び介護福祉士法」で位置づけられた、社会福祉業務に携わる人の国家資格である。
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本学科において、厚生労働省の告示により指定されている所定の授業科目をすべて単位取得し、年１回１月に実施

される国家試験に合格すれば、社会福祉士として登録できる。「社会福祉士及び介護福祉士法」には「社会福祉士

とは、専門的知識及び技術をもって、身体上若しくは精神上の障害があること又は環境上の理由により日常生活を

営むのに支障がある者の福祉に関する相談に応じ、助言、指導、福祉サービスを提供する者又は医師その他の保健

医療サービスを提供する者その他の関係者との連絡及び調整その他の援助を行うことを業とする者」と規定されて

いる。 

介護福祉士の資格は、「社会福祉士及び介護福祉士法」で位置づけられた、介護業務に携わる人の国家資格であ

る。本学科において、厚生労働省の告示により指定されている所定の授業科目をすべて単位取得し、年１回１月に

実施される国家試験に合格すれば、介護福祉士として登録できる。「社会福祉士及び介護福祉士法」では、「介護

福祉士とは、専門的知識及び技術をもって、身体上又は精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障が

ある者につき心身の状況に応じた介護（喀痰吸引その他のその者が日常生活を営むのに必要な行為であって、医師

の指示の下に行われるもの（厚生労働省令で定めるものに限る。）を含む。）を行い、並びにその者及びその介護

者に対して介護に関する指導を行うことを業とする者」と規定されている。 

社会福祉主事は、「社会福祉法」に規定された資格で、基本的には、都道府県、市町村の行政職や福祉職の公務

員試験に合格し、福祉事務所などのケースワーカーに採用される場合に活きる資格である。また、一定の社会福祉

施設の生活支援員の資格にも準用される。この資格を得るためには、「社会福祉主事に関する指定科目」（表３ 「

社会福祉主事に関する指定科目」）のうち、いずれか３科目を取得する必要がある。 
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表１ 社会福祉士の受験資格を取得するために必要な授業科目及び単位数  

厚生労働省告示に定める科目 保健福祉学科開講科目 

科目 科目 受験資格科目 国家試験科目 時間数

人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能Ⅰ 
３科目のうち 

１科目（※） 

○ 30 

心理学理論と心理的支援 心理学入門 ○ 30 

社会理論と社会システム 産業と社会 ○ 30 

現代社会と福祉 
社会福祉原論 ○ ○ 30 

社会福祉政策論 ○ ○ 30 

社会調査の基礎 社会福祉調査論 ○ ○ 30 

相談援助の基盤と専門職 
ソーシャルワーク論 ○ ○ 30 

福祉専門職論 ○ ○ 30 

相談援助の理論と方法 

ソーシャルワークⅠ ○ ○ 30 

ソーシャルワークⅡ ○ ○ 30 

ソーシャルワークⅢ ○ ○ 30 

社会福祉調査演習 ○ ○ 30 

地域福祉の理論と方法 
地域福祉論 ○ ○ 30 

地域組織論 ○ ○ 30 

福祉行財政と福祉計画 
社会福祉行財政論 ○ ○ 30 

福祉計画論 ○ ○ 30 

福祉サービスの組織と経営 社会福祉施設経営論 ○ ○ 30 

社会保障 
社会保障論Ⅰ ○ ○ 30 

社会保障論Ⅱ ○ ○ 30 

高齢者に対する支援と介護保険制度 
高齢者福祉論Ⅰ ○ ○ 30 

高齢者福祉論Ⅱ ○ ○ 30 

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 
障害者福祉論Ⅰ ○ ○ 30 

障害者福祉論Ⅱ ○ ○ 30 

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 
児童福祉論Ⅰ ○ ○ 30 

児童福祉論Ⅱ ○ ○ 30 

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論 ○ ○ 30 

保健医療サービス 保健医療制度 ○ ○ 30 

就労支援サービス 就労支援制度 
３科目のうち 

１科目（※） 

○ 30 

権利擁護と成年後見制度 権利擁護・成年後見制度 ○ 30 

更生保護制度 司法福祉論 ○ 15 

相談援助演習 

ソーシャルワーク演習Ⅰ ○ ○ 60 

ソーシャルワーク演習Ⅱ ○ ○ 60 

ソーシャルワーク演習Ⅲ ○ ○ 30 

相談援助実習指導 

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ ○ ○ 45 

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ ○ ○ 45 

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ ○ ○ 45 

相談援助実習 ソーシャルワーク実習 ○ ○ 180 

※受験資格科目としてはこのように定められているが、すべて国家試験科目であり履修すること。  
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領域 教育内容 指定時間数 授業科目等の名称 配当単位数 配当時間数

人間の尊厳と自立 30 社会福祉原論 2 30

人間関係とコミュニケーション 30 ソーシャルワークⅠ 2 30

高齢者福祉論Ⅰ 2 30

地域福祉論 2 30

産業と社会　 2 30

権利擁護・成年後見制度 2 30

自然科学入門 2 30

社会保障論Ⅰ 2 30

介護原論 2 30

介護福祉実験演習 1 30

多文化介護論 2 30

生活とエルゴノミクス 2 30

介護管理 1 15

介護福祉経営論 1 15

生活維持・活性論 2 30

コミュニケーション技術論Ⅰ 1 30

コミュニケーション技術論Ⅱ 1 30

福祉用具の活用技術と理論 1 30

生活支援技術Ⅰ 1 30

生活支援技術Ⅱ 1 30

生活支援技術Ⅲ 1 30

生活支援技術Ⅳ 1 30

生活支援技術Ⅴ 2 60

生活支援技術Ⅵ 1 30

家政学演習 1 30

住環境科学演習 1 30

介護過程総論 1 30

介護過程Ⅰ（基礎） 1 30

介護過程Ⅱ（応用） 1 30

介護過程Ⅲ（実践） 2 60

介護総合演習（導入） 1 30

介護総合演習Ⅰ 1 30

介護総合演習Ⅱ 1 30

介護総合演習Ⅲ 1 30

介護福祉実習Ⅰ 2 90

介護福祉実習Ⅱ 4 180

介護福祉実習Ⅲ 4 180

老年科学 2 30

老年医学 2 30

認知症論 2 30

認知症ケア論 2 30

障害科学Ⅰ 2 30

障害科学Ⅱ 2 30

人体の構造と機能Ⅰ 2 30

人体の構造と機能Ⅱ 2 30

精神保健 2 30

心理学入門 2 30

医療的ケアⅠ 1 20

医療的ケアⅡ 1 20

医療的ケアⅢ 1 20

医療的ケア演習Ⅰ 1 30

医療的ケア演習Ⅱ（実地研修） 2 60

（注） １．介護福祉士資格取得を希望する者は、介護福祉コースに在籍し、上記に定める科目のうち「医療的ケア」領域を除く全ての
　　科目及び単位を修得することにより介護福祉士国家試験受験資格を得ることができる。

２．介護福祉コース以外の学生は、この表の領域「介護」「医療的ケア」の授業科目を履修できない。

３．上記に定める科目の出席時間数が指定規則に定める時間数の3分の2（ただし，介護実習については5分の4）に満たない
　　者については、当該科目の単位を認定しない。

４．介護福祉コースへの転学（編入学を含む。）及び移籍は認めない。

※法令等の改正により、変更が生じた場合には別途通知する。

左記授業科目を必ず
履修し、修得すること。

左記授業科目は選択と
する。

介護総合演習 120

介護実習

60

こころとからだのしくみ 120

医
療
的
ケ
ア

医療的ケア

50

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

発達と老化の理解

障害の理解

所定回数

介
 
 
 
 
 

護

介護の基本 180

コミュニケーション技術 60

生活支援技術

450

60

認知症の理解 60

300

介護過程 150

表２　　介護福祉士の受験資格を取得するために必要な授業科目及び単位数

社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則
別表第4に定められる科目

保健福祉学科社会福祉学専攻介護福祉コースにおける
開設科目等 備　　考

人
間
と
社
会

左記授業科目を必ず
履修し、修得すること。

左記授業科目の中の
単位数に関わらず指定
時間数２４０時間以上
に相当する科目を選択
し、修得すること。

社会の理解 60

人間と社会に関する選択科目
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表３ 社会福祉主事に関する指定科目 

 

指定科目 保健福祉学科開講科目 指定科目 保健福祉学科開講科目 

社会福祉概論 社会福祉原論 法学 現代社会と法律(共通教育科目) 

社会福祉事業史 社会福祉発達史 民法 なし 

社会福祉援助技術論 ソーシャルワーク論 行政法 なし 

社会福祉調査論 社会福祉調査論 経済学 現代社会と経済(共通教育科目) 

社会福祉施設経営論 社会福祉施設経営論 社会政策 なし 

社会福祉行政論 社会福祉行財政論 経済政策 なし 

社会保障論 社会保障論Ⅰ、Ⅱ 心理学 心理学入門(共通教育科目) 

公的扶助論 公的扶助論 社会学 産業と社会 

児童福祉論 児童福祉論Ⅰ、Ⅱ 教育学 なし 

家庭福祉論 なし 倫理学 倫理学の基礎(共通教育科目) 

保育理論 保育原理Ⅰ、Ⅱ 公衆衛生学 公衆衛生 

身体障害者福祉論 障害者福祉論Ⅰ、Ⅱ 医学一般 人体の構造と機能Ⅰ 

知的障害者福祉論 知的発達と障害 リハビリテーション論 なし 

精神障害者保健福祉論 精神障害者福祉論 看護学 看護の世界(他学科教育科目) 

老人福祉論 高齢者福祉論Ⅰ、Ⅱ 介護概論 介護原論 

医療社会事業論 保健医療制度 栄養学 栄養学総論(他学科教育科目) 

地域福祉論 地域福祉論 家政学 なし 

 

（５）学外実習科目の履修要件 

以下の実習科目を履修するためには、それぞれ以下の要件を満たす必要がある。また、事前に健康診断、麻疹抗

体検査、腸内細菌検査等の受診が必要である。 

①ソーシャルワーク実習 

３年次にソーシャルワーク実習を履修する学生は、以下のすべての要件を満たすことを原則とする。 

・２年次までに開講されている社会福祉士国家試験受験科目がすべて単位認定されていること。 

・２年次開講の社会福祉士国家試験受験科目のうち演習および実習指導に関する科目において原則欠席がなく、 

 授業の中で指示された所定の提出物（レポート等を含む）の提出がすべて行われていること。 

・あらゆる領域・分野の対象者に関心を持って勉学に勤しみ、資格取得の意欲をもって実習に臨むことができる  

こと。 

・伝染性疾患を有しない者、その他実習に支障のない者であること。 

②介護福祉実習Ⅰ、介護福祉実習Ⅱ、介護福祉実習Ⅲ 

介護福祉実習Ⅰ、介護福祉実習Ⅱ、介護福祉実習Ⅲのそれぞれの実習までに開講されている介護福祉士国家試

験受験科目のうち、介護領域の科目が履修及び認定されていることを原則とする。 
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３．６ 子ども学専攻  

（１）教育課程 

 「福祉と教育が融合した子ども学」を学ぶために、子ども学専攻の教育課程は、1)専門共通科目と2)専門科

目の２つから構成されている。保健・福祉の知識及び方法の基礎的修得と子どもの育ちと学びを支えるための専門

知識と技術とを有機的に結びつける構成により、実践的な指導ができる力量の強化を目指しているところに特色が

ある。なお、子ども学専攻における専門科目は、幼稚園教諭一種免許状及び保育士資格を有する専門職として必要

な、専門基礎に関する科目を必修科目として、より専門性を高めるための科目を選択科目として設置している。 

 

子ども学専攻 

教育課程(カリキュラム） 
概    要 

専門共通科目 

保健福祉学の基礎理論や関連諸科学の専門的知識を修得する。 

１年次から４年次までの小グループによる一貫教育を通して、研究方法を修

得すると共に、卒業論文の執筆にむけた指導を行う。 

専

門

科

目 

基礎領域科目 

ⅰ）理論系科目 

教育・保育の基礎理論や、子どもの育ちと学びにかかわる環境について

理解する。 

ⅱ）実践系科目 

教育・保育に必要とされる方法や技術を修得する。 

応用領域科目 

教育・保育や家庭支援に必要となる知識、技術をさらに深く修得し総合的に

活用する力量を形成する。 

現場実践への応用を学ぶために教育実習・保育実習を行う。 

総合領域科目 
子どもと家庭・地域社会の問題を理解し、支援するための保健福祉学的視点

と力量を修得する。  

 

（２）履修上の留意点 

共通教育科目（２-７頁参照）は、教育職・保育職に求められる豊かな知識・教養を涵養するものであるとと

もに、専門に進む基礎となるものである。このため、１、２年次で履修することが望ましい。 

専門共通科目は、保健福祉学の理論と方法の基礎を修得するものである。また、１年次から４年次まで全学

年で少人数制のゼミナール教育を実施しており、大学での学びへの導入から専門研究へと段階的に導いていく

内容となっている。１年次の「入門ゼミナール」では、保健福祉学という視点から大学での学びの導入を行い、

２年次の「基礎ゼミナール」では子ども学という視点から研究方法の基礎を学ぶ。３年次後期からは研究室に

所属し、４年次の「研究ゼミナール」において卒業研究に取り組み卒業論文を作成する。但し、「研究ゼミナ

ール」の履修には３年次までに所定の単位数を修得していることが必要である。 

専門科目は、子どもの育ちと学びに関わる理論や知識、方法・技術を修得するとともに実践的指導力・支援

力を培うものである。そのため、子ども学専攻専門科目の内容は、基礎領域科目（理論系科目及び実践系科目）、

応用領域科目、総合領域科目の３つの領域科目から構成されている。学年に従って段階的に、基礎領域科目に

おいて修得した理論や知識、方法・技術を、応用領域科目で総合的に活用する力量を形成し、教育実習・保育

実習における実践とその振り返りからさらに学びを深めていく。なお、専門科目の多くは卒業に必要不可欠な

科目となっている。また、各年次に開講されている教育実習及び保育実習の履修に必要な科目については必ず

履修し修得しなければならない。 
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（３）研究ゼミナールの履修要件 

  「研究ゼミナール」は、卒業研究に取り組むための４年次の必修科目である。子ども学専攻の「研究ゼミナ

ール」の履修要件は、４年次に研究ゼミナール４単位を含め３０単位以内を単位修得することにより卒業要件

単位（共通教育科目と学部教育科目を総合した１２４単位）を満たすものとする。 

 

（４）資格取得 

１）幼稚園教諭一種免許状 

①資格の概要 

 幼稚園教諭は、学校教育法に定められた幼稚園において「幼児の保育をつかさどる」（学校教育法第２７条）

教員である。幼稚園教諭は家庭・地域社会と連携しながら生涯にわたる人間形成の基礎を培う重要な役割を担っ

ている。 

②免許状の種類  幼稚園教諭一種免許状 

 子ども学専攻では必要な単位数を修得することにより、卒業と同時に幼稚園教諭一種免許状を取得することが

できる。 

③基礎資格と最低修得単位数 

教育職員免許法では「基礎資格」を有し、「文部科学省令に定める科目（教育職員免許法施行規則第６６条の

６に定める科目）」、「教職に関する科目」、「教科に関する科目」及び「教科または教職に関する科目」につ

いて所定の単位数（最低修得単位）が定められている。それに基づいて本学での開設科目と単位数を定めている

（表４参照）。 

 

 

基礎資格 

最低修得 

単位数 

 

文部科学省令

に定める科目

（８単位） 

教科に 

関する科目

（６単位）

教職に 

関する科目 

（３５単位） 

教科または教職

に関する科目 

（１０単位） 

幼一種免 学士の学位 

本 学 

子ども学

専 攻 

８単位 １０単位 ３８単位 １０単位 

（ ）内は法定単位数

④単位修得及び履修の方法 

 (1)学士の学位を有すること 

 教育職員免許状を取得するには、基礎資格である学士の学位（卒業）を有することが前提となる。また、専攻に指定

された卒業に必要な科目を修得しなければならない。さらに、その中には文部科学省令に定める、教育職員免許法施

行規則第６６条の６の科目（７科目８単位）を含むという制限があるので注意をして履修すること。 

 (2)教科に関する科目 １０単位以上 

 「教科に関する科目」は免許状の教科別に定められた科目で、専門科目の一部からなっている。一部の科目

を除き必修となる。 

 (3)教職に関する科目 ３８単位 

 「教職に関する科目」は免許状を取得するうえで、すべての科目が必修となる。なお、教職に関する科目のうち、

「教育と社会」は共通教育科目である。 

 (4)教科又は教職に関する科目 １０単位以上 

 「教科又は教職に関する科目」は、免許状を取得するうえで、一部の必修科目を除き、選択科目となる。 
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⑤教育実習について 

 教育実習は、教員免許状の取得を目指す学生たちにとっては欠かすことのできないものである。実際の教育現

場において、大学で学んだ理論や知識を生かすとともに、教育の現場に触れながら教育の実践的な知識、技能等

の基礎を修得するものである。実習についての詳細は教育実習の手引きに記載されている。 

 

 (1)教育実習の期間と単位数 

種類 期間 科目名 単位 年次 

幼稚園教育実習 ４週間 教育実習 ４ ３ 

  教育実習指導 １ ３ 

 

 (2)教育実習履修資格 

教育実習を履修するには、原則として以下の履修要件を満たすことが必要である。 

ア）ⅰ 教科に関する科目を３科目４単位以上修得していること。 

ⅱ 教職に関する科目を１５科目以上２０単位以上修得していること。 

ⅲ 文部科学省令に定める科目（教育職員免許法施行規則第６６条の６）を全て修得していること。 

イ）教育実習の事前指導を受けていること。 

ウ）伝染性疾患を有しない者、その他実習に支障のないものであること。 

⑥教職実践演習について 

 教職実践演習（「保育・教職実践演習」）は教職課程の授業科目の履修や教職課程外での様々な活動を通じて、身に付

けた資質能力が、教員として最小限必要な資質能力として形成されたかについて確認する科目である。したがって、４

年次後期に開講され、全学年を通じた「学びの軌跡の集大成」として位置づけられている。本学における「保育・教職

実践演習」を履修するためには以下の条件を満たしていることが必要である。 

ア）各年次の専攻オリエンテーションに必ず参加していること。 

イ）１年次から履修している教職課程科目について、履修カルテⅠ及びⅡを作成していること。 

ウ）履修履歴に関して担当教員との面談を行っていること。 

エ）原則として、教育実習を終えていること。 

 

２）保育士資格 

①資格の概要 

保育士は、児童福祉法に「専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する

指導を行うことを業とする者」（児童福祉法第１８条の４）と定められている。保育士は保育所をはじめとした

児童福祉施設に必置の専門職であり、子ども及び子育て支援の中核を担う専門職として重要な役割を担ってい

る。 

②資格の種類  保育士（国家資格） 

子ども学専攻では必要な単位数を修得することにより、卒業と同時に保育士資格を取得することができる。 

③単位修得及び履修の方法 

厚生労働省告示により保育士を養成する学校の修業教科目と単位数が定められている。それに基づいて本学で

の開講科目と単位数を定めている（表５参照）。 

 (1)教養科目 １０単位以上 

 教養科目においては卒業必修科目以外に、「スポーツの科学」及び「スポーツⅠ」は必ず履修し修得するこ

と。 
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 (2)必修科目 ５４単位 

 すべての科目が必修となる。 

 (3)選択必修科目 ９単位以上 

 選択必修科目においては、保育実習Ⅱ及び保育実習指導Ⅱ、または保育実習Ⅲ及び保育実習指導Ⅲのいずれ

かを必ず履修し修得すること。 

④保育実習について 

保育実習は、保育士養成校において修得した知識や技術を基礎とし、これらを総合的に実践する応用能力を養

うことを目的としている。実習についての詳細は保育実習（保育所・施設）の手引きに記載されている。 

 

 (1)保育実習の期間と単位数 

種   類 期 間 科目名 単位 年次 

必 修 

児童福祉施設 

（保育所以外）での実習 

１０日間 

（宿泊） 

保育実習ⅠＡ ２ ２ 

保育実習指導ⅠＡ １ ２ 

保育所での実習 １０日間 
保育実習ⅠＢ ２ ３ 

保育実習指導ⅠＢ  １ ３ 

選 択 

必 修 

保育所での実習 １０日間 
保育実習Ⅱ ２ ４ 

保育実習指導Ⅱ １ ４ 

児童福祉施設 

（保育所以外）での実習 
１０日間 

保育実習Ⅲ ２ ４ 

保育実習指導Ⅲ １ ４ 

 

 (2)保育実習履修資格 

保育実習（「保育実習ⅠＡ」、「保育実習ⅠＢ」、「保育実習Ⅱ」または「保育実習Ⅲ」）を履修するには、

以下の履修要件を満たすことが必要である。 

ア）各実習に該当する保育実習指導を合わせて履修すること。 

イ）原則として、保育士資格に必要な授業科目（表５）の内、各実習までに開講されている必修科目を修得し

ていること。 

ウ）健康診断、麻疹抗体検査、腸内細菌検査等を事前に受診していること。 

⑤保育士登録について 

「保育士」として業務を行う場合、都道府県知事に対し、業務に就く前に保育士登録手続きを行う必要がある

（児童福祉法第１８条の６、第１８条の１８）。保育士登録手続は４年次後期に大学を通して行う。 

 

３）社会福祉主事 

資格の概要及び指定科目については、表３を参照のこと。 
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国語 国語 講義 30 2 必修

生活 生活 講義 30 2 必修

音楽Ⅰ（声楽） 演習 30 1 必修

音楽Ⅰ（ピアノ①） 演習 30 1 必修

音楽Ⅱ（ピアノ②） 演習 30 1 選択

音楽Ⅱ（ピアノ③） 演習 30 1 選択

図画工作Ⅰ 演習 30 1 必修

図画工作Ⅱ 演習 30 1 必修

体育Ⅰ（表現運動） 演習 30 1 必修

体育Ⅱ（運動遊び） 演習 30 1 必修

教職の意義等に関する科目 教師論 講義 30 2 必修

教育基礎論 講義 30 2 必修

教育心理学 講義 30 2 必修

子どもの心理学 演習 30 1 必修

障害児の発達と教育 演習 30 1 必修

教育と社会 講義 30 2 必修

カリキュラム論 講義 30 2 必修

保育内容総論 演習 30 1 必修

保育内容Ⅰ（健康） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅰ（人間関係） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅰ（環境） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅰ（言葉） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅰ（造形表現） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅰ（音楽表現Ａ） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅰ（音楽表現Ｂ） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅰ（身体表現） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅱ（音楽表現） 演習 30 1 必修

保育内容Ⅱ（総合表現） 演習 45 2 必修

保育内容指導法 演習 30 1 必修

障害児指導法 演習 30 1 必修

幼児教育方法論 講義 30 2 必修

幼児理解の理論と方法 講義 30 2 必修

保育・教育相談 演習 30 1 必修

教育実習 実習 180 4 必修

教育実習指導 演習 30 1 必修

教職実践演習 保育・教職実践演習 演習 60 2 必修

身体機能と障害 講義 30 2 選択

知的発達と障害 講義 30 2 選択

子どもの保健ⅠＡ 講義 30 2 選択

子どものメンタルヘルス 講義 30 2 選択

子どもの食と栄養Ⅰ 演習 30 1 選択

子ども臨床基礎論 講義 30 2 必修

子ども家庭支援論 講義 30 2 選択

子どもの発達と支援 演習 30 1 選択

子どもの発達と表現 演習 30 1 選択

日本国憲法 日本国憲法 講義 30 2 必修

スポーツⅠ 講義・実技 30 1 必修

スポーツⅡ 講義・実技 30 1 必修

English Language Program 1 演習 30 1 必修

English Language Program 3 演習 30 1 必修

コンピュータ演習Ⅰ 演習 30 1 必修

コンピュータ演習Ⅱ 演習 30 1 必修

表４　幼稚園教諭一種免許状を取得するために必要な授業科目

授業の
方法

配　当
時間数

教
職
に
関
す
る
科
目

③教科または教職に関する科目から計10単位

教育課程及び指導法に関する科目

教育実習

教
科
ま
た
は
教
職
に

関
す
る
科
目

子ども学専攻開講科目

教
科
に
関
す
る
科
目

必修選択
の別

音楽

図画工作

体育

教育の基礎理論に関する科目

なお、教職に関する科目のうち、「教育と社会」は共通教育科目である。

生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目

体育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

配　当
単位数

教育職員免許法施行規則に定める科目

幼稚園教諭一種免許状取得のために必要な修得単位数は下記の66単位とする。

①教科に関する科目　計10単位

②教職に関する科目　計38単位

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規

則
第
6
6
条
の
6
に
定
め

る
科
目

④教育職員免許法施行規則第66条の6の科目について、共通教育科目から計8単位

教
職
教
育
科
目

履修方法
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表５ 保育士の資格を取得するために必要な授業科目及び単位数  

保育士を養成する学校の修業教科目 
（平成22年厚生労働省告示第278号） 

保健福祉学科子ども学専攻 
における開設科目等 

備 考 
区分 教育内容 単位数 授業科目等の名称 

配当単位
数 

教
養
科
目 

外国語  演習 2以上
English Language Program 1 1 

外国語に関する授業科目から２
単位以上選択し、修得すること。

English Language Program 2 1 
English Language Program 4 1 

体育  
講義 1 スポーツの科学 1 「スポーツの科学」及び「スポー

ツⅠ」は、必ず修得すること。実技 1 スポーツⅠ 1 

外国語・体育以外
の科目 

  6以上

心理学入門 2 

左記の授業科目から６単位以上
選択し、修得すること。 

日本国憲法 2 
現代社会と法律 2 
産業と社会 2 
子どもと家族 2 
コンピュータ演習Ⅰ 1 
コンピュータ演習Ⅱ 1 

必
修
科
目 

保育の本質・目的
に関する科目 

保育原理 講義 2 保育原理Ⅰ 2 

左記の授業科目を必ず履修し、
修得すること。 

教育原理 講義 2 教育基礎論 2 
児童家庭福祉 講義 2 児童福祉論Ⅰ 2 
社会福祉 講義 2 社会福祉原論 2 
相談援助 演習 1 相談援助演習 1 
社会的養護 講義 2 社会的養護原理 2 
保育者論 講義 2 教師論 2 

保育の対象の理
解に関する科目 

保育の心理学Ⅰ 講義 2 教育心理学 2 
保育の心理学Ⅱ 演習 1 子どもの心理学 1 

子どもの保健Ⅰ 講義 4 
子どもの保健ⅠＡ 2

4 
子どもの保健ⅠＢ 2

子どもの保健Ⅱ 演習 1 子どもの保健Ⅱ 1 

子どもの食と栄養 演習 2 
子どもの食と栄養Ⅰ 1

2 
子どもの食と栄養Ⅱ 1

家庭支援論 講義 2 子ども家庭支援論 2 

保育の内容・方法
に関する科目 

保育課程論 講義 2 カリキュラム論 2 
保育内容総論 演習 1 保育内容総論 1 

保育内容演習 演習 5 

保育内容Ⅰ（健康） 1

7 

保育内容Ⅰ（人間関係） 1
保育内容Ⅰ（環境） 1
保育内容Ⅰ（言葉） 1
保育内容Ⅰ（造形表現） 1
保育内容Ⅰ（音楽表現Ｂ） 1
保育内容Ⅰ（身体表現） 1

乳児保育 演習 2 
乳児保育Ⅰ 1

2 
乳児保育Ⅱ 1

障害児保育 演習 2 
障害児の発達と教育 1

2 
障害児指導法 1

社会的養護内容 演習 1 社会的養護内容 1 
保育相談支援 演習 1 保育・教育相談 1 

保育の表現技術 保育の表現技術 演習 4 

体育Ⅰ（表現運動） 1

4 
図画工作Ⅰ 1
音楽Ⅰ（ピアノ①） 1
音楽Ⅰ（声楽） 1

保育実習 
保育実習Ⅰ 実習 4 

保育実習ⅠＡ 2
4 

保育実習ⅠＢ 2

保育実習指導Ⅰ 演習 2 
保育実習指導ⅠＡ 1

2 
保育実習指導ⅠＢ 1

総合演習 保育実践演習 演習 2 保育・教職実践演習 2 

選
択
必
修
科
目 

保育の本質・目的
に関する科目 

  15以上

児童福祉論Ⅱ 2 

左記の授業科目から６単位以上
履修し、修得すること。 

社会福祉施設経営論 2 
保育原理Ⅱ 2 

保育の対象の理
解に関する科目 

臨床心理学 2 
  

保育の内容・方法
に関する科目 

保育内容Ⅱ（総合表現） 2 
  

保育の表現技術 

体育Ⅱ（運動遊び） 1 
図画工作Ⅱ 1 
音楽Ⅱ（ピアノ②） 1 
音楽Ⅱ（ピアノ③） 1 
保育内容Ⅰ（音楽表現Ａ） 1 
保育内容Ⅱ（音楽表現） 1 
保育内容指導法 1 

保育実習 

保育実習Ⅱ 実習 2 保育実習Ⅱ 2 保育実習Ⅱ及び保育実習指導
Ⅱ、または、保育実習Ⅲ及び保
育実習指導Ⅲのいずれか３単位
以上を履修し、修得すること。

保育実習指導Ⅱ 演習 1 保育実習指導Ⅱ 1 
保育実習Ⅲ 実習 2 保育実習Ⅲ 2 
保育実習指導Ⅲ 演習 1 保育実習指導Ⅲ 1 

（注）１．他大学における授業科目の履修等については、学則第36条第3項、第37条第2項及び第38条第2項中の「60単位」は、「30単位」と読み替
えてこの表を適用する。 ２．子ども学専攻以外の学生は、原則として子ども学専攻の専門科目の演習・実習の授業科目を履修できない。 
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図１　社会福祉学専攻　教育課程の編成と授業科目の関係
（保健福祉学科社会福祉士受験資格履修の場合）
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図２　社会福祉学専攻　教育課程の編成と授業科目の関係
（保健福祉学科社会福祉士受験資格履修及び介護福祉士受験資格履修の場合）
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（幼稚園教諭一種免許状及び保育士資格履修の場合）
図３　子ども学専攻  教育課程の編成と授業科目の関係
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保
育
内
容
Ⅰ

（
音
楽
表
現
A

）

保
育
内
容
Ⅰ

（
身
体
表
現

）

子
ど
も
の
保
健
Ⅰ
A

身
体
機
能
と
障
害

ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
論

社
会
保
障
論
Ⅰ

地
域
福
祉
論

次
世
代
育
成
論

２
年
後
期

E
L
P
6

教
師
論

子
ど
も
の
心
理
学

音
楽
Ⅱ

（
ピ
ア
ノ
②

）

国
語

社
会
的
養
護
内
容

幼
児
理
解
の
理
論
と
方
法

保
育
内
容
Ⅰ

（
健
康

）

保
育
内
容
Ⅰ

（
環
境

）

保
育
内
容
Ⅰ

（
造
形
表
現

）

子
ど
も
の
発
達
と
表
現

子
ど
も
の
保
健
Ⅰ
B

知
的
発
達
と
障
害

２
年
集
中

３
年
前
期

保
育
原
理
Ⅱ

音
楽
Ⅲ

（
ピ
ア
ノ
③

）

図
画
工
作
Ⅰ

体
育
Ⅰ

（
表
現
運
動

）

相
談
援
助
演
習

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
論

保
育
内
容
指
導
法

保
育
内
容
Ⅰ

（
音
楽
表
現
B

）

乳
児
保
育
Ⅰ

子
ど
も
の
食
と
栄
養
Ⅰ

子
ど
も
家
庭
支
援
論

臨
床
心
理
学

社
会
福
祉
施
設
経
営
論

３
年
後
期

図
画
工
作
Ⅱ

体
育
Ⅱ

（
運
動
遊
び

）

生
活

乳
児
保
育
Ⅱ

子
ど
も
の
保
健
Ⅱ

子
ど
も
の
食
と
栄
養
Ⅱ

子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

3
年
集
中

教
育
実
習

４
年
前
期

幼
児
教
育
方
法
論

保
育
内
容
Ⅱ

（
総
合
表
現

）

保
育
内
容
Ⅱ

（
音
楽
表
現

）

障
害
児
指
導
法

保
育
実
習
指
導
Ⅱ

保
育
実
習
指
導
Ⅲ

保
健
福
祉
学
Ⅱ

４
年
後
期

保
育
・
教
職
実
践
演
習

保
育
・
教
育
相
談

子
ど
も
の
発
達
と
支
援

4
年
集
中

保
育
実
習
Ⅱ

保
育
実
習
Ⅲ

社
会
連
携

自
然
科
学

カ
テ
ゴ
リ
ー

修
学
基
礎

語
学
国
際

健
康
科
学

実
習

専門科目・専門共通科目
共通教育科目（必修科目）

人
文
・
社
会
科
学

入
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

学部教育科目

理
論

実
践

基
礎
領
域
科
目
群

総
合
領
域
科
目
群

応
用
領
域
科
目
群

専
門

共
通

教
育
実
習
指
導

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

研
究
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

保
育
実
習
Ⅰ
B

保
育
実
習
指
導
Ⅰ
B

保
育
実
習
Ⅰ
A

保
育
実
習
指
導
Ⅰ
A

・太枠の科目は卒業必修科目（幼免または保育士必修科目を含む）
・一重枠の科目は保育士必修科目
・点線枠の科目は卒業選択科目（幼免または保育士選択科目を含む）
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1 2 3 4
203◎他 )光(村中義講Ⅰ学祉福健保

保健福祉学Ⅱ 講義 学科長 他 　 ◎ 30 2

社会福祉原論 講義 井村 ◎ 　 30 2

203○村井義講論祉福域地

社会保障論Ⅰ 講義 増田 ○ 30 2

203○)浩(本山義講Ⅰ論祉福者齢高

203○野坂義講Ⅰ論祉福者害障

203○防周義講Ⅰ論祉福童児

児童福祉論Ⅱ 講義 周防 ○ 30 2

社会福祉施設経営論 講義 井上 ○ 30 2

ソーシャルワーク論 講義 村社 ◎ 30 2

203◎井藤義講Ⅰ能機と造構の体人

身体機能と障害 講義 中村(光)・中村(孝) ○ 30 2

知的発達と障害 講義 中村(光) ○ 30 2

203○)和(藤佐義講論礎基育教

203○木樂義講学理心床臨

次世代育成論　 講義 近藤・桐野 ○ 30 2

103◎習演〕週隔〔ルーナミゼ門入

103◎習演〕週隔〔ルーナミゼ礎基

103◎習演〕週隔〔ルーナミゼ門専

4021◎習演ルーナミゼ究研

203◎藤近義講会社と業産

203○木樂義講学理心達発

69103○木樂習演習演グンリセンウカ

203○　井藤義講生衛衆公

単203○藤近義講学理病会社

203○村井義講史達発祉福会社

位203○社村義講想思祉福会社

社会保障論Ⅱ 講義 増田 ○ 30 2

高齢者福祉論Ⅱ 講義 山本(浩) ○ 30 2

障害者福祉論Ⅱ 講義 坂野 ○ 30 2

社会福祉政策論 講義 増田 ○ 30 2

社会福祉調査論 講義 近藤 他 ○ 30 2

福祉専門職論 講義 竹本 　 ○ 30 2

ソーシャルワークⅠ 講義 竹本 ○ 30 2

ソーシャルワークⅡ 講義 村社 ○ 30 2

ソーシャルワークⅢ 講義 山本(浩) ○ 30 2

社会福祉調査演習 演習 近藤 他 ○ 30 1

203　○村井義講論織組域地

社会福祉行財政論 講義 井村 　 ○ 30 2

203○ 村井義講論画計祉福

精神障害者福祉論 講義 坂野 ○ 30 2

203○)孝(村中義講礎基のスクミノゴルエ

ユニバーサルデザインの理論と実践 講義 中村(孝) ○ 30 2

生活支援と福祉工学 講義 中村(孝) ○ 30 2

保健福祉実験演習 演習 中村(孝) 他 ○ 30 1

203○防周義講論祉福族家

203○田増義講論助扶的公

保健医療制度 講義 坂野 ○ 30 2

就労支援制度 講義 村社 ○ 30 2

権利擁護・成年後見制度 講義 桐野 ○ 30 2

151○原藤※義講論祉福法司

ソーシャルワーク演習Ⅰ 演習 竹本 他 ○ 60 2

ソーシャルワーク演習Ⅱ 演習 村社 他 ○ 60 2

103○他 社村習演Ⅲ習演クーワルャシーソ

チームガバナビリティ演習 演習 中村(光) 他 ○ 30 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 実習 竹本 他 ○ 45 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 実習 竹本 他 ○ 45 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 実習 竹本 他 　 ○ 45 1

ソーシャルワーク実習 実習 竹本 他 ○ 180 4

専
　
門
　
科
　
目

 学科教員

卒業要件
単位数

開　講
単位数

必修選択の別
開　講
時間数

専
　
門
　
共
　
通
　
科
　
目

生
　
活
　
支
　
援
　
領
　
域
　
科
　
目

３．７　社会福祉学専攻　授業科目

授業の
方法

開講年次及び
担当教員授業科目の名称
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1 2 3 4

卒業要件
単位数

開　講
単位数

必修選択の別
開　講
時間数

授業の
方法

開講年次及び
担当教員授業科目の名称

老年科学 講義 中村(光)・澤田 ○ 30 2

老年医学 講義 藤井 ○ 30 2

認知症論 講義 中村(光) ○ 30 2

認知症ケア論 講義 佐藤(ゆ) ○ 30 2

障害科学Ⅰ 講義 中村(光) ○ 30 2

障害科学Ⅱ 講義 中村(孝) ○ 30 2

人体の構造と機能Ⅱ 講義 藤井 ○ 30 2

精神保健 講義 坂野 ○ 30 2

介護原論 講義 谷口 ○ 30 2

介護福祉実験演習 演習 中村(孝) 他 ○ 30 1

生活とエルゴノミクス 講義 中村(孝) ○ 30 2

介護管理 講義 谷口・藤井 ○ 15 1

介護福祉経営論 講義 ※高橋(和) ○ 15 1

生活維持・活性論 講義 犬飼 ○ 30 2

コミュニケーション技術論Ⅰ 演習 谷口　他 ○ 30 1

コミュニケーション技術論Ⅱ 演習 谷口　他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅰ 演習 趙 他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅱ 演習 趙 他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅲ 演習 原野 他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅳ 演習 松田 他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅴ 演習 趙 他 ○ 60 2 96

生活支援技術Ⅵ 演習 原野 他 ○ 30 1

福祉用具の活用技術と理論 演習 佐藤（ゆ） ○ 30 1 単

家政学演習 演習 山下・※治部 ○ 30 1

住環境科学演習 演習 中村(孝)・※山本（百） ○ 30 1 位

介護過程総論 演習 谷口 他 ○  30 1

介護過程Ⅰ（基礎） 演習 原野 他 ○ 30 1

介護過程Ⅱ（応用） 演習 原野 他 ○ 30 1

介護過程Ⅲ（実践） 演習 原野 他 ○ 60 2

介護総合演習（導入） 演習 趙 他 ○ 30 1

介護総合演習Ⅰ 演習 趙 他 ○ 30 1

介護総合演習Ⅱ 演習 原野 他 ○ 30 1

介護総合演習Ⅲ 演習 佐藤(ゆ) 他 ○ 30 1

介護福祉実習Ⅰ 実習 趙 他 ○ 90 2

介護福祉実習Ⅱ 実習 原野 他 ○ 　 180 4

介護福祉実習Ⅲ 実習 佐藤(ゆ) 他 ○ 180 4

医療的ケアⅠ 講義 原野 他 ○ 20 1

医療的ケアⅡ 講義 藤井 他 ○ 20 1

医療的ケアⅢ 講義 原野・藤井 他 ○ 20 1

医療的ケア演習Ⅰ 演習 原野・谷口 他 ○ 30 1

医療的ケア演習Ⅱ（実地研修） 演習 原野・谷口 他 ○ 60 2

福祉国家論 講義 増田 ○ 30 2

国際福祉論 講義 近藤 ○ 　 30 2

国際家族政策論 講義 近藤 ○ 30 2

国際福祉演習 演習 増田・近藤 ○ 　 30 1

多文化介護論 講義 趙 ○ 30 2

資格取得に関しては別表を参照のこと。

国
際
福
祉

領
域
科
目

「◎」は必修科目、「○」は選択科目、「※」は非常勤講師

卒業要件単位数　124単位（共通教育科目の卒業要件28単位を含む）　

専
　
門
　
科
　
目

自
　
立
　
支
　
援
　
領
　
域
　
科
　
目

学部教育科目の卒業要件単位数　96単位　　

4-40 4-41



1 2 3 4

卒業要件
単位数

開　講
単位数

必修選択の別
開　講
時間数

授業の
方法

開講年次及び
担当教員授業科目の名称

老年科学 講義 中村(光)・澤田 ○ 30 2

老年医学 講義 藤井 ○ 30 2

認知症論 講義 中村(光) ○ 30 2

認知症ケア論 講義 佐藤(ゆ) ○ 30 2

障害科学Ⅰ 講義 中村(光) ○ 30 2

障害科学Ⅱ 講義 中村(孝) ○ 30 2

人体の構造と機能Ⅱ 講義 藤井 ○ 30 2

精神保健 講義 坂野 ○ 30 2

介護原論 講義 谷口 ○ 30 2

介護福祉実験演習 演習 中村(孝) 他 ○ 30 1

生活とエルゴノミクス 講義 中村(孝) ○ 30 2

介護管理 講義 谷口・藤井 ○ 15 1

介護福祉経営論 講義 ※高橋(和) ○ 15 1

生活維持・活性論 講義 犬飼 ○ 30 2

コミュニケーション技術論Ⅰ 演習 谷口　他 ○ 30 1

コミュニケーション技術論Ⅱ 演習 谷口　他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅰ 演習 趙 他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅱ 演習 趙 他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅲ 演習 原野 他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅳ 演習 松田 他 ○ 30 1

生活支援技術Ⅴ 演習 趙 他 ○ 60 2 96

生活支援技術Ⅵ 演習 原野 他 ○ 30 1

福祉用具の活用技術と理論 演習 佐藤（ゆ） ○ 30 1 単

家政学演習 演習 山下・※治部 ○ 30 1

住環境科学演習 演習 中村(孝)・※山本（百） ○ 30 1 位

介護過程総論 演習 谷口 他 ○  30 1

介護過程Ⅰ（基礎） 演習 原野 他 ○ 30 1

介護過程Ⅱ（応用） 演習 原野 他 ○ 30 1

介護過程Ⅲ（実践） 演習 原野 他 ○ 60 2

介護総合演習（導入） 演習 趙 他 ○ 30 1

介護総合演習Ⅰ 演習 趙 他 ○ 30 1

介護総合演習Ⅱ 演習 原野 他 ○ 30 1

介護総合演習Ⅲ 演習 佐藤(ゆ) 他 ○ 30 1

介護福祉実習Ⅰ 実習 趙 他 ○ 90 2

介護福祉実習Ⅱ 実習 原野 他 ○ 　 180 4

介護福祉実習Ⅲ 実習 佐藤(ゆ) 他 ○ 180 4

医療的ケアⅠ 講義 原野 他 ○ 20 1

医療的ケアⅡ 講義 藤井 他 ○ 20 1

医療的ケアⅢ 講義 原野・藤井 他 ○ 20 1

医療的ケア演習Ⅰ 演習 原野・谷口 他 ○ 30 1

医療的ケア演習Ⅱ（実地研修） 演習 原野・谷口 他 ○ 60 2

福祉国家論 講義 増田 ○ 30 2

国際福祉論 講義 近藤 ○ 　 30 2

国際家族政策論 講義 近藤 ○ 30 2

国際福祉演習 演習 増田・近藤 ○ 　 30 1

多文化介護論 講義 趙 ○ 30 2

資格取得に関しては別表を参照のこと。

国
際
福
祉

領
域
科
目

「◎」は必修科目、「○」は選択科目、「※」は非常勤講師

卒業要件単位数　124単位（共通教育科目の卒業要件28単位を含む）　

専
　
門
　
科
　
目

自
　
立
　
支
　
援
　
領
　
域
　
科
　
目

学部教育科目の卒業要件単位数　96単位　　

1 2 3 4
保健福祉学Ⅰ 講義 中村(光) 他 ◎ 30 2

保健福祉学Ⅱ 講義 学科長 他 　 ◎ 30 2

社会福祉原論 講義 井村 ◎ 　 30 2

地域福祉論 講義 井村 ○ 30 2

社会保障論Ⅰ 講義 増田 ○ 30 2

高齢者福祉論Ⅰ 講義 山本(浩) ○ 30 2

障害者福祉論Ⅰ 講義 坂野 ○ 30 2

児童福祉論Ⅰ 講義 周防 ○ 30 2

児童福祉論Ⅱ 講義 周防 ○ 30 2

社会福祉施設経営論 講義 井上 ○ 30 2

ソーシャルワーク論 講義 村社 ○ 30 2

人体の構造と機能Ⅰ 講義 藤井 ◎ 30 2

身体機能と障害 講義 中村(光)・中村(孝) ○ 30 2

知的発達と障害 講義 中村(光) ○ 30 2

教育基礎論 講義 佐藤(和) ◎ 30 2

臨床心理学 講義 樂木 ○ 30 2

次世代育成論　 講義 近藤・桐野 ○ 30 2

入門ゼミナール〔隔週〕 演習 ◎ 30 1

基礎ゼミナール〔隔週〕 演習 ◎ 30 1

専門ゼミナール〔隔週〕 演習 ◎ 30 1

研究ゼミナール 演習 ◎ 120 4

国語 講義 樟本 ◎ 30 2

生活 講義 ※高橋(多) ◎ 30 2

音楽Ⅰ（声楽） 演習 吉永 ◎ 30 1

音楽Ⅰ（ピアノ①） 演習 吉永　他 ◎ 30 1 96

音楽Ⅱ（ピアノ②） 演習 吉永　他 ○ 30 1

音楽Ⅱ（ピアノ③） 演習 吉永　他 ○ 30 1 単

図画工作Ⅰ 演習 関﨑 ◎ 30 1

図画工作Ⅱ 演習 関﨑 ◎ 30 1 位

体育Ⅰ（表現運動） 演習 新山 ◎ 30 1

体育Ⅱ（運動遊び） 演習 新山 ◎ 30 1

教師論 講義 佐藤(和) ◎ 30 2

教育心理学 講義 樟本 ◎ 30 2

子どもの心理学 演習 樂木・樟本 ◎ 30 1

障害児の発達と教育 演習 京林 ◎ 30 1

カリキュラム論 講義 佐藤(和) ◎ 30 2

保育内容総論 演習 佐藤(和) ◎ 30 1

保育内容Ⅰ（健康） 演習 ※越川 ◎ 30 1

保育内容Ⅰ（人間関係） 演習 佐藤(和)・京林 ◎ 30 1

保育内容Ⅰ（環境） 演習 ※高橋(多) ◎ 30 1

保育内容Ⅰ（言葉） 演習 樟本 ◎ 30 1

保育内容Ⅰ（造形表現） 演習 関﨑 ◎ 30 1

保育内容Ⅰ（音楽表現Ａ） 演習 ※安達 ◎ 30 1

保育内容Ⅰ（音楽表現Ｂ） 演習 吉永 ◎ 30 1

保育内容Ⅰ（身体表現） 演習 新山 ◎ 30 1

保育内容Ⅱ（音楽表現） 演習 吉永 ◎ 30 1

保育内容Ⅱ（総合表現） 演習 新山・吉永・樟本 ◎ 45 2

保育内容指導法 演習 ※入江・※越川 ◎ 30 1

障害児指導法 演習 京林 ◎ 30 1

幼児教育方法論 講義 ※西山 ◎ 30 2

幼児理解の理論と方法 講義 樟本・池田・京林 ◎ 30 2

保育・教育相談 演習 中野・※武井 ◎ 30 1

子ども臨床基礎論 講義 中野・樟本 ◎ 30 2

子どもの発達と表現 演習 吉永・坂野・新山 ○ 30 1

子どものメンタルヘルス 講義 坂野 ○ 30 2

子どもの発達と支援 演習 京林 ○ 30 1
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開　講
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卒業要件
単位数

必修選択の別担当教員授業科目の名称

子どもの保健ⅠＡ 講義 藤井 ◎ 30 2

子どもの保健ⅠＢ 講義 坂野・藤井 ◎ 30 2

子どもの保健Ⅱ 演習 沖本 他 ○ 30 1

子どもの食と栄養Ⅰ 演習 山本（登） ◎ 30 1

子どもの食と栄養Ⅱ 演習 新田 ○ 30 1

子ども家庭支援論 講義 中野 ◎ 30 2

相談援助演習 演習 中野 ◎ 30 1

保育原理Ⅰ 講義 池田 ◎ 30 2

保育原理Ⅱ 講義 池田 ○ 30 2

乳児保育Ⅰ 演習 柏 ◎ 30 1 96

乳児保育Ⅱ 演習 柏 ○ 30 1

社会的養護原理 講義 中野 ◎ 30 2 単

社会的養護内容 演習 中野・周防 ◎ 30 1

保育・教職実践演習 演習 佐藤(和) 他 ◎ 60 2 位

教育実習 実習 佐藤(和)・樟本 他 ◎ 180 4

教育実習指導 演習 佐藤(和)・樟本 ◎ 30 1

保育実習ⅠＡ 実習 中野 他 ◎ 90 2

保育実習指導ⅠＡ 演習 中野・京林 ◎ 30 1

保育実習ⅠＢ 実習 池田 他 ◎ 90 2

保育実習指導ⅠＢ 演習 池田・柏 ◎ 30 1

保育実習Ⅱ 実習 池田 他 ○ 90 2

保育実習指導Ⅱ 演習 池田・柏 ○ 30 1

保育実習Ⅲ 実習 中野 他 ○ 90 2

保育実習指導Ⅲ 演習 中野・京林 ○ 30 1

「◎」は必修科目、「○」は選択科目、「※」は非常勤講師

学部教育科目の卒業要件単位数　96単位　　

卒業要件単位数　124単位（共通教育科目の卒業要件28単位を含む）　

資格取得に関しては「資格取得に必要な授業科目及び単位数」を参照のこと。
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